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オ
ー
プ
ン
利
用
の
パ
ソ
コ
ン

チ
ア
で
歓
迎

カナダチームと交流する立正大野球部
（写真は2点とも岩瀬孝文氏）

　

今
夏
、大
崎
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
、
学
生
が
自
由
に
使

用
で
き
る
環
境
に
一
新
さ
れ
た
。

　

本
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

重
き
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
結

果
と
し
て
、『
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
０
』（
朝
日
新
聞
出
版
）

学
生
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

「
学
外
職
場
体
験
の
機
会
」
全

国
５
位
、「
親
身
に
就
職
指
導
」

15
位
、「
専
門

的
な
知
識
修

　

学
生
の
皆
さ
ん
が
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
学
内

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
オ
ー
プ
ン

利
用
の
パ
ソ
コ
ン
と
し

て
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

に
２
１
９
台
、
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
に
２
０
４

台
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
授
業
利
用
パ

ソ
コ
ン
は
大
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
に
４
７
６
台
、
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
１
３
９
台
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
持
ち
込
み
パ
ソ
コ

ン
等
の
た
め
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

利
用
範
囲
を
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

で
12
カ
所
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
６
カ
所
に
広
げ
て
、
本
学
の

学
生
が
ケ
ー
ブ
ル
な
し
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
用
で
き
る
環

境
を「
リ
ス
ポ
ッ
ト
」と
名
付
け
、

整
備
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
学
で
は
最

先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
提
供
し

て
情
報
社
会
に
対
応
す
べ
く
、

学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
い
る
。

　

第
５
回
世
界

大
学
野
球
選
手

権
に
出
場
す
る

カ
ナ
ダ
チ
ー
ム

が
、
７
月
24
日

〜
28
日
、
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
で

事
前
調
整
を

行
っ
た
。
硬
式

野
球
場
で
調
整

練
習
、
ユ
ニ
デ

ン
ス
に
宿
泊
し

学
生
と
英
語
で

の
微
笑
ま
し
い
交
流
も
み
ら
れ

た
。「
素
晴
ら
し
い
施
設
で
と
て

も
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
た
」

勝
利
し
た
。

　

大
リ
ー
グ
経
験
も
あ
る
ク
ラ

ウ
ナ
ー
投
手
コ
ー
チ
は
「
ミ
ナ

ミ
の
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
は
メ

ジ
ャ
ー
で
も
通
用
す
る
」
と
絶

賛
。
こ
の
よ
う
に
立
正
大
は
世

界
大
会
に
貢
献
、
し
っ
か
り
と

そ
の
足
跡
を
残
し
た
。

　

そ
の
世
界
大
学
野
球
選
手
権

は
７
月
30
日
か
ら
明
治
神
宮
球

場
ほ
か
で
行
わ
れ
、
カ
ナ
ダ
は

５
位
に
終
わ
っ
た
。 て

７
点
を
入

れ
、
８
対
１
で

（
プ
ラ
ク
ス
ト
ン
監
督
）。

　

立
正
大
と
は
27
日
に
練
習
試

合
。
そ
の
前
日
、
社
会
人
野
球

か
ず
さ
マ
ジ
ッ
ク
に
本
塁
打
攻

勢
で
14
対
１
と
大
勝
し
て
い
た

カ
ナ
ダ
と
相
対
し
、
ド
ラ
フ
ト

候
補
の
エ
ー
ス
南
（
法
４
・
県

和
歌
山
商
高
）
が
堂
々
の
登
板
。

３
回
を
投
げ
２
三
振
ノ
ー
ヒ
ッ

ト
に
抑
え
た
。

　

そ
の
後
も
立
正
大
は
、
大
村

（
法
４
・
静
岡
高
）、
山
口
（
法

1
・木
更
津
総
合
高
）、鈴
木
（
法

２
・
鳥
取
西
高
）、
山
本
（
法
１
・

四
日
市
工
高
）
の
４
人
に
よ
る

小
刻
み
の
継
投
、
さ
ら
に
３
回

に
は
単
打
に
機
動
力
を
か
ら
め

○大崎キャンパス（橘花祭）
テーマ：「喜躍」
開催日：10月30日㈯ 31日㈰
問合せ：大崎学生生活課
　　　　☎03（3492）6698
31日㈰13時～ 341教室、摩娑斗氏（元Ｋ1 WORLD 
MAX世界王者）による講演など

○熊谷キャンパス（星霜祭）
テーマ：「創造トリップ」
開催日：10月29日㈮ 30日㈯ 31日㈰
問合せ：星霜祭実行委員会
　　　　☎048（536）5789
29日㈮13時～アカデミックキューブ101教室、
名波浩氏（元サッカー日本代表）による講演など

学園祭のお知らせ学園祭のお知らせ

得
」
15
位
と
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
関
す
る
学
生
満
足
度
は
常
に

上
位
に
あ
る
。

　

本
学
で
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
生
受
け
入
れ
先
の
独
自
開

拓
、
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
企

業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
学
内
企
業

説
明
会
な
ど
、
学
生
と
実
社
会

と
の
接
点
作
り
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
。　
　
　

　

ま
た
、
昨
年
採
択
の
文
部
科

学
省
大
学
教
育
学
生
支
援
推
進

事
業
「
立
正
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
」

を
は
じ
め
、
就
職
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
パ
ス
」「
就

活
手
帳
」
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

支
援
ツ
ー
ル
を
開
発
し
、
学
生

に
提
供
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
学
生
個
々
へ
の
サ

ポ
ー
ト
強
化
に
向
け
た
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
、「
父

母
の
た
め
の
就
職
講
座
」（
詳
細

は
７
面
）
な
ど
、
き
め
細
か
い

支
援
策
が
評
価
さ
れ
た
結
果
の

ラ
ン
ク
入
り
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最先端の環境に 立正キャンパス

オープン利用のパソコン
　授業用とともに充実
無線ＬＡＮ整備進む　

世界大学野球　カナダチームが熊谷に
立
正
と
練
習
試
合

高
い
評
価 

本
学
キ
ャ
リ
ア
教
育

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
０

「
職
場
体
験
の
機
会
」
全
国
５
位

111号.indb   1111号.indb   1 2010/09/17   19:54:102010/09/17   19:54:10



2010年（平成22年）10月１日（2）第111号

１ ．消費収支計算書について〔（1）表
参照〕

　消費収入総額（帰属収入）は、15,7
10,980千円で、対前年度比1,296,278千
円7.6％の減となりました。昨年度は、
対前年度比520,868千円3.0％の減であ
りましたので、収入においては依然厳
しい状況にあると言えます。
　帰属収入から組入れる基本金は、
344,750千円で、対前年度比2,244,500
千円86.7％の減となりました。これは
主に、施設整備拡充計画資金（第２号
基本金）が平成20年度組入完成に伴い、
当年度組入れがなかったことによるも
のです。帰属収入から基本金を差し引
いた消費収入は15,366,230千円で、対
前年度比948,222千円6.6％の増となり
ました。これは主に上述の如く基本金
組入れが2,244,500千円減少したことに
よるものです。
　これに対し、消費支出は13,925,309
千円で対前年度比15,925,282千円53.3
％の減となりました。これは主に有価
証券評価差額が当年度発生しなかっ
たことによるものです。消費収入と
消費支出の差は1,440,921千円の消費収
入超過であり、これに前年度繰越消
費支出超過額13,666,488千円を加算す
ると翌年度への繰越消費支出超過額は
12,225,567千円となりました。

　次に、主な科目の内容について概略
説明します。
　消費収入の部の「学生生徒等納付
金」は帰属収入の72.5％を占め、授業
料・入学金・施設設備資金などからな
っています。「手数料」は主として入
学検定料で、志願者数は大学で13,074
名（対前年度比199名減）、金額にして
341,675千円、中学・高校は510名（対
前年度比121名減）、金額にして10,200
千円となりました。
　「寄付金」は日蓮宗74,620千円、立
正大学橘父兄会21,185千円、新入生父
母29,520千円などが主なものです。
　「補助金」は大学に対して国などか
ら補助されたものが1,034,163千円、中
学・高校に対して東京都から補助され
たものが446,300千円です。
　消費支出の部では、人件費が支出合
計の50.8％を占めますが、これには教
職員約1,095名（非常勤講師含む）の
給与、退職給与引当金繰入額が含まれ
ております。
　「教育研究経費」は教育研究業務に
かかわる人件費以外の諸経費で、修繕
費、旅費交通費、奨学費、印刷製本費、
光熱水料費、賃借料、委託費、減価償
却額などです。「管理経費」は法人業
務、食堂喫茶、学生寮、研修所および
学生募集にかかわる人件費以外の諸経

　本学園の平成21年度決算は、理事会、
ならびに評議員会において承認可決され
ました。ここにその概要を説明します。

費で、旅費交通費、広告料、印刷製本
費、委託費、減価償却額などです。
　基本金組入額は、教育研究条件の整
備充実のために要した支出を帰属収入
のうちから組入れるもので、校地・校
舎・機器備品・図書などの資産取得額
を示し、「資金収支計算書」に表示さ
れている「施設関係支出」「設備関係
支出」を賄うための組入れと、主たる
ものとしては、立正大学学園施設整備
拡充計画基金として組入れた額から熊
谷キャンパス再開発事業計画工事等の
建設仮勘定へ振替えた結果、組入れ
487,698千円、先行組入れ△254,463千
円、さらに石橋湛山記念基金の果実か
らの組入れ111,514千円などからなっ
ています。

２ ．資金収支計算書について〔（2）表
参照〕

　資金収支計算書は「当該会計年度の
諸活動に対応するすべての収入支出の
内容ならびに支払資金の収支のてん末
を表示した」ものです。平成21年度
の資金の収入額は20,356,484千円でこ
れに前年度から繰越された支払資金
3,555,003千円（21年４月１日現在の支
払資金残高）を加えた23,911,487千円
が当年度の収入総額です。これから人
件費支出以下の当年度中に支出され
た額18,954,778千円を差し引いた残り
4,956,709千円が次年度へ繰越される支
払資金となります。
　主な支出科目の内容を説明します。
　施設関係支出の主なものは、大崎
キャンパスでは３・４号館改修13,633
千円、８号館改修11,486千円、11号
館改修5,250千円など。熊谷キャンパ
スでは野球場バックスクリーン工事
他122,254千円、１号館ゲートプラザ
電話配線工事他102,829千円、再開発
建設仮勘定173,303千円など。その他
馬込キャンパス開発事業建設仮勘定
71,972千円などです。借入金等返済支
出は、日本私立学校振興・共済事業団
への返済150,000千円です。
　資産運用支出は、第３号基本金引当
資産（石橋基金）1,213,736千円、減価

償却引当特定資産2,352,530千円、退職
給与引当特定資産100,000千円を積立
したものなどです。その他の支出は、
前期末未払金支払支出665,807千円な
どです。

３ ．貸借対照表について〔（3）表参照〕
　本学園が所有しております資産の総
額は、前年度と比べ1,732,452千円増加
（2.1％増）し、85,396,624千円となって
おり、これに対し負債の総額は、前年
度に比べ53,219千円減少（0.4％減）し、
12,669,324千円となっており、総資産
に対する総負債の割合は14.8％（40％
以下なら健全といわれております）と
なります。総資産から総負債を引いた
72,727,300千円（対前年度1,785,671千
円増）が正味財産です。
　基本金は84,952,867千円であり、消
費収支差額は12,225,567千円の消費支
出超過となりました。
　主な科目の内容について概略説明し
ます。
　有形固定資産39,009,971千円は、減
価償却引当金33,733,476千円控除後の
金額です。「減価償却引当特定資産」
16,866,738千円は、既存建物の建替資
金確保のため、減価償却によって回収
した資金の積立資産です。「第３号基
本金引当資産」9,855,771千円は、石橋
湛山記念基金です。退職給与引当特
定資産2,040,395千円は退職給与引当金
4,070,625千円の約1/2額です。
　長期借入金3,882,554千円は、日本私
立学校振興・共済事業団ならびに東京
都私学財団からの借入金です。前受金
3,211,568千円は、平成22年度入学者の
学費・寮費などで、平成21年度中に入
金になった額です。「基本金」の「第
１号基本金」は固定資産の取得に要し
た額、「第２号基本金」は立正大学学
園施設整備拡充計画として先行組入れ
し、第１号基本金へ振替えた後の額、
「第３号基本金」は石橋湛山記念基金、
「第４号基本金」は恒常的に保持すべ
き資金の額としてそれぞれ組入れた額
です。

◆ この内容は、本学ホームページの中の
「財務の概況」にも掲載しています。

（1）平成21年度消費収支計算書
平成21年４月１日から平成22年３月31日まで (単位：円)

消 費 収 入 の 部
科         目 予　　算 決　　算 差　　異

学 生 生 徒 等 納 付 金 11,389,840,000 11,390,998,100 △ 1,158,100
手 数 料 373,920,000 365,681,290 8,238,710
寄 付 金 150,801,000 161,691,878 △ 10,890,878
補 助 金 1,448,241,000 1,480,462,976 △ 32,221,976

国 庫 補 助 金 1,000,562,000 1,031,984,000 △ 31,422,000
地 方 公 共 団 体 補 助 金 446,649,000 447,048,976 △ 399,976
日 本 学 生 支 援 機 構 補 助 金 1,030,000 1,430,000 △ 400,000

資 産 運 用 収 入 1,158,679,000 1,416,112,969 △ 257,433,969
資 産 売 却 差 額 0 10,547,979 △ 10,547,979
事 業 収 入 458,403,000 448,819,164 9,583,836
雑 収 入 397,758,000 436,665,378 △ 38,907,378
帰 属 収 入 合 計 15,377,642,000 15,710,979,734 △ 333,337,734
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 453,359,000 △ 344,749,832 △ 108,609,168

消 費 収 入 の 部 合 計 14,924,283,000 15,366,229,902 △ 441,946,902
消 費 支 出 の 部

科         目 予　　算 決　　算 差　　異
人 件 費 7,162,415,000 7,080,407,944 82,007,056
教 育 研 究 経 費 5,569,969,000 5,074,192,630 495,776,370
管 理 経 費 1,665,370,000 1,600,841,478 64,528,522
借 入 金 等 利 息 55,316,000 55,315,751 249
資 産 処 分 差 額 66,881,000 114,521,190 △ 47,640,190
徴 収 不 能 額 0 30,000 △ 30,000
予 備 費 156,391,000 156,391,000

消 費 支 出 の 部 合 計 14,676,342,000 13,925,308,993 751,033,007
当 年 度 消 費 収 入 超 過 額 247,941,000 1,440,920,909
前 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 13,666,488,000 13,666,487,940
翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 13,418,547,000 12,225,567,031

（2） 平成21年度資金収支計算書
平成21年4月1日から平成22年3月31日まで （単位：円)

収 入 の 部
科         目 予　　算 決　　算 差　　異

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 11,389,840,000 11,390,998,100 △ 1,158,100
手 数 料 収 入 373,920,000 365,248,160 8,671,840
寄 付 金 収 入 144,458,000 153,178,000 △ 8,720,000
補 助 金 収 入 1,448,241,000 1,480,462,976 △ 32,221,976

国 庫 補 助 金 収 入 1,000,562,000 1,031,984,000 △ 31,422,000
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 446,649,000 447,048,976 △ 399,976
日本学生支援機構補助金収入 1,030,000 1,430,000 △ 400,000

資 産 運 用 収 入 1,158,679,000 1,416,112,969 △ 257,433,969
資 産 売 却 収 入 934,000,000 877,598,979 56,401,021
事 業 収 入 458,403,000 448,819,164 9,583,836
雑 収 入 397,758,000 436,647,178 △ 38,889,178
借 入 金 等 収 入 200,000 0 200,000
前 受 金 収 入 3,184,337,000 3,211,567,600 △ 27,230,600
そ の 他 の 収 入 2,248,450,000 4,105,670,484 △ 1,857,220,484
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,458,177,000 △ 3,529,819,755 71,642,755
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,555,003,000 3,555,002,712

収 入 の 部 合 計 21,835,112,000 23,911,486,567 △ 2,076,374,567
支 出 の 部

科         目 予　　算 決　　算 差　　異
人 件 費 支 出 7,292,332,000 7,194,851,912 97,480,088
教 育 研 究 経 費 支 出 4,007,995,000 3,447,131,749 560,863,251
管 理 経 費 支 出 1,333,850,000 1,271,682,240 62,167,760
借 入 金 等 利 息 支 出 55,316,000 55,315,751 249
借 入 金 等 返 済 支 出 150,000,000 150,000,000 0
施 設 関 係 支 出 1,019,910,000 725,223,173 294,686,827
設 備 関 係 支 出 454,749,000 670,866,883 △ 216,117,883
資 産 運 用 支 出 3,207,673,000 5,441,936,149 △ 2,234,263,149
そ の 他 の 支 出 765,093,000 748,977,264 16,115,736
予 備 費 132,062,000 132,062,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 915,184,000 △ 751,207,171 △ 163,976,829
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,331,316,000 4,956,708,617 △ 625,392,617

支 出 の 部 合 計 21,835,112,000 23,911,486,567 △ 2,076,374,567

（3） 貸  借  対  照  表
平成22年３月31日 (単位：円)

資 産 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

固 定 資 産 78,686,932,245 78,974,353,687 △ 287,421,442
有 形 固 定 資 産 39,009,970,720 39,635,702,638 △ 625,731,918
土 地 13,219,254,165 13,219,254,165 0
建 物 21,963,286,216 22,260,272,973 △ 296,986,757
構 築 物 1,669,414,967 1,130,245,521 539,169,446
教 育 研 究 用 機 器 備 品 1,032,955,364 791,811,270 241,144,094
そ の 他 の 機 器 備 品 70,657,001 82,737,290 △ 12,080,289
図 書 780,364,450 813,348,050 △ 32,983,600
車 輌 10,199,323 2,632,899 7,566,424
建 設 仮 勘 定 263,839,234 1,335,400,470 △ 1,071,561,236

そ の 他 の 固 定 資 産 39,676,961,525 39,338,651,049 338,310,476
電 話 加 入 権 11,123,193 11,123,193 0
長 期 貸 付 金 63,763,000 66,200,000 △ 2,437,000
減価償却引当特定資産 16,866,738,000 16,541,910,000 324,828,000
第 3 号基本金引当資産 9,855,770,757 9,744,256,320 111,514,437
教育施設拡充引当資産 5,548,612,777 5,803,075,861 △ 254,463,084
退職給与引当特定資産 2,040,394,500 2,097,616,500 △ 57,222,000
有 価 証 券 5,112,899,175 4,909,169,175 203,730,000
差 入 保 証 金 165,300,000 165,300,000 0
そ の 他 の 固 定 資 産 12,360,123 0 12,360,123

流 動 資 産 6,709,691,951 4,689,818,914 2,019,873,037
現 金 預 金 4,956,708,617 3,555,002,712 1,401,705,905
未 収 入 金 453,122,755 501,048,013 △ 47,925,258
有 価 証 券 1,245,940,818 582,571,471 663,369,347
修 学 旅 行 費 預 り 資 産 10,370,891 24,873,057 △ 14,502,166
そ の 他 の 流 動 資 産 43,548,870 26,323,661 17,225,209
資 産 の 部 合 計 85,396,624,196 83,664,172,601 1,732,451,595

負 債 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

固 定 負 債 8,138,269,448 8,535,469,301 △ 397,199,853
長 期 借 入 金 3,882,554,000 4,350,400,000 △ 467,846,000
退 職 給 与 引 当 金 4,070,625,333 4,185,069,301 △ 114,443,968
長 期 未 払 金 185,090,115 0 185,090,115

流 動 負 債 4,531,054,959 4,187,074,252 343,980,707
短 期 借 入 金 467,846,000 150,000,000 317,846,000
未 払 金 566,117,056 665,806,805 △ 99,689,749
前 受 金 3,211,567,600 3,084,553,500 127,014,100
預 り 金 189,814,303 181,735,807 8,078,496
修 学 旅 行 費 預 り 金 34,960,000 31,778,140 3,181,860
預 り 保 証 金 60,750,000 73,200,000 △ 12,450,000

負 債 の 部 合 計 12,669,324,407 12,722,543,553 △ 53,219,146
基 本 金 の 部

科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減
第 1 号 基 本 金 68,711,483,286 68,223,784,807 487,698,479
第 2 号 基 本 金 5,548,612,777 5,803,075,861 △ 254,463,084
第 3 号 基 本 金 9,855,770,757 9,744,256,320 111,514,437
第 4 号 基 本 金 837,000,000 837,000,000 0

基 本 金 の 部 合 計 84,952,866,820 84,608,116,988 344,749,832
消 費 収 支 差 額 の 部

科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減
翌 年 度 繰越消費支出超過額 12,225,567,031 13,666,487,940 1,440,920,909
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 △ 12,225,567,031 △ 13,666,487,940 1,440,920,909

科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減
負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計 85,396,624,196 83,664,172,601 1,732,451,595
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立正大学学園　平成21年度決算報告立正大学学園　平成21年度決算報告

111号.indb   2111号.indb   2 2010/09/17   19:54:502010/09/17   19:54:50



（3）2010年（平成22年）10月１日 第111号

公開講座の様子（文学部）

「仏教文化公開講座」ちらし
（仏教学部）

クイズショーの様子（経済学部）

回転水槽実験の様子（地球環境科学部）
熱気溢れるオープンキャンパス（心理学部）

学
生
に
語
り
か
け
る
小
島
敏
男
客
員
教
授（
法
学
部
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
部
ブ
ー
ス

（
社
会
福
祉
学
部
）

ボ
ー
ド
を
前

に
写
真
撮
影

（
経
営
学
部
）

社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
部

一
般
の
方
が
対
象

　

仏
教
学
部
で
は
平
成
20
年
度

〜
22
年
度
に
「
仏
教
文
化
体
験

学
習
セ
ン
タ
ー
・
文
化
財
修
復

研
究
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
一

学
部
一
優
策
事
業
）
を
展
開
中

で
す
。

　

本
事
業
は
一
般
の
方
を
対
象

に
、
理
論
学
習
と
体
験
学
習
を

通
し
、
仏
教
や
そ
の
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
13
日
（
水
）
に
は
、
仏

教
学
部
主
催
「
仏
教
文
化
公
開

講
座
」
と
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
タ
レ
ン
ト
の
は
な
さ
ん

を
お
招
き
し
、
座
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
当
日
会

場
（
石
橋
湛
山
記
念
講
堂
）
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た

後
期
に
は
昨
年
同
様
、「
仏
教

講
座
・
文
化
財
保
存
学
講
座
」、

「
美
術
館
見
学
」、「
修
復
施
設

見
学
」
も
開
講
し
ま
す
（
こ
ち

ら
は
申
込
受
付
終
了
）。
詳
細

は
仏
教
学
部
事
務
室
ま
で
。
☎

0
3
（
3
4
9
2
）
8
5
2
8

法

学

部

法

学

部

文

学

部

文

学

部

仏

教

学

部

仏

教

学

部

経

済

学

部

経

済

学

部

経

営

学

部

経

営

学

部
学　

部

あ
れ

　

こ
れ

地
球
環
境
科
学
部

地
球
環
境
科
学
部

心

理

学

部

心

理

学

部

　

<

つ
な
が
り
あ
う
―
様
々
な

家
族
の
す
が
た
か
ら
―>

と
い

う
テ
ー
マ
で
公
開
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

◆
10
月
６
日
（
水
）
18
時
30
分

〜
20
時
30
分　

三
浦
佑
之
･

先
生
６
人
迎
え
る

　

今
年
60
周
年
の
記
念
の
年
を

迎
え
た
経
済
学
部
で
は
新
し
い

風
が
吹
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
４
月
か
ら
新
た
に
６

人
の
先
生
を
ス
タ
ッ
フ
に
お
迎

え
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

経
済
学
部
の
教
育
体
制
も
よ
り

充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
２
に
、
前
号
で
も
紹
介
し

た
ク
リ
ッ
カ
ー
が
オ
ー
プ
ン

兜
町
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

経
営
学
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
座
学
だ
け
で

は
な
く
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク

が
盛
ん
で
す
。

　

金
融
論
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は

政
治
の
意
義
探
る

　

政
治
離
れ
が
進
む
昨
今
、
大

学
に
は
、
そ
の
社
会
的
使
命
と

し
て
、
政
治
の
意
義
や
あ
り
よ

う
を
真
剣
に
考
え
、
議
論
す
る

場
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
大
気

　

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
開
設
科

目
で
あ
る
気
候
・
気
象
学
実
習

で
は
、
身
近
な
気
象
の
観
測
方

法
か
ら
、
世
界
中
の
天
気
を
知

る
た
め
の
デ
ー
タ
解
析
方
法
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
習
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

フ
ラ
ス
コ
の
中
に
雲
を
再
現

す
る
実
験
や
回
転
水
槽
実
験
な

ど
の
室
内
実
験
も
行
い
、
目
で

見
て
実
感
で
き
る
実
習
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　

回
転
水
槽
実
験
は
、
回
転
す

る
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
水

を
張
っ
た
円
い
容
器
を
置
き
、

中
心
を
冷
や
し
外
側
を
温
め
る

こ
と
で
、
地
球
大
気
と
同
じ
よ

う
な
状
態
を
つ
く
り
ま
す
。

　

回
転
の
速
さ
を
変
え
る
と
、

容
器
中
の
水
の
流
れ
が
容
器
に

沿
っ
て
流
れ
た
り
波
打
っ
た
り

と
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
ま
す
。

実
は
、
大
気
の
大
循
環
と
い
わ

れ
る
地
球
全
体
を
取
り
巻
く
大

気
の
流
れ
で
も
同
じ
よ
う
な
流

れ
が
起
こ
っ
て
お
り
、
容
器
内

新
学
科
へ
の
期
待

　

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
、
大
崎
・
熊
谷
両
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
、
連
日
、
多
く

の
受
験
生
や
父
母
の
方
々
で
、

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

心
理
学
部
の
紹
介
ブ
ー
ス

就
職
先
が
多
様
に

　

社
会
福
祉
学
科
で
は
、
相
談

援
助
職
で
あ
る
社
会
福
祉
士
及

び
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験

受
験
資
格
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
、
広
く
・
深
く
多
様
な
角
度

か
ら
福
祉
を
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド

演
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
等
の
教
員
免
許
取
得
も

可
能
で
す
。

　

人
間
福
祉
学
科
で
は
、
子
ど

も
と
家
庭
を
援
助
で
き
る
力
の

あ
る
専
門
家
、
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
平
成
23
年
度
か
ら
、

小
学
校
教
諭
教
職
課
程
（
一
種

免
許
状
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

た
め
、
現
在
申
請
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
就
職
先
も
多
様

で
す
。
行
政
機
関
、福
祉
施
設
・

機
関
、
医
療
機
関
、
学
校
、
保

育
所
、
幼
稚
園
、
福
祉
系
企
業
、

一
般
企
業
等
で
、
大
学
時
代
に

学
ん
だ
福
祉
・
教
育
・
保
育
の

赤
い
「
ち
」
と
白
い
「
ち
」

―
古
代
の
親
子

◆
10
月
13
日（

水
）
18
時
30

分
〜
20
時
30
分　

生
方
智
子
･ 

私
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
求
め

て
―
岡
本
か
の
子
『
老
妓
抄
』

『
家
霊
』の
な
か
の
家
族
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー

◆
10
月
20
日
（
水
）
18
時
30
分

〜
20
時
30
分　

金
井
淑
子
･ 

積
み
す
ぎ
た
方
舟「
現
代
家
族
」

の
ゆ
く
え
―
家
族
幻
想
・
自

立
神
話
を
超
え
て

◆
10
月
23
日
（
土
）
12
時
30
分

〜
14
時
30
分　

船
後
靖
彦
･

機
械
と
共
に
生
き
る
！
―
つ

な
が
る
家
族
と
多
く
の
仲
間

◆
10
月
30
日
（
土
）
12
時
30
分

〜
14
時
30
分　

日
浦
美
智
江
･

人
は
人
の
中
で
人
に
な
る
―

重
い
障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
歩

い
て

　

会
場
は
立
正
大
学
大
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
1
1
5
1
教
室
で
す
。

参
加
希
望
者
は
文
学
部
事
務
室

ま
で
。
☎
0
3
（
3
4
9
2
）

8
7
9
1

キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
大
活
躍
で

す
。

　

７
月
19
日
、
８
月
21
・
22
日

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
協

議
会
の
学
生
が
主
催
し
た
「
経

済
学
部
ク
イ
ズ
シ
ョ
ー
」
に
各

回
1
0
０
人
弱
の
高
校
生
と
ご

父
母
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
示
さ
れ
る
回
答

を
見
な
が
ら
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

６
月
24
日
、
日
本
の
株
式
取
引

の
最
重
要
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
日

本
橋
兜
町
の
日
本
証
券
取
引
所

（T
O
K
Y
O

　

A
R
R
O
W
S

）

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
ボ
ー

ド
を
前
に
恒
例
の
写
真
撮
影
。

そ
の
あ
と
、
刻
々
と
変
化
す
る

企
業
・
産
業
情
報
を
瞬
時
に
判

断
し
な
が
ら
、
取
引
所
内
の
端

末
を
使
用
し
て
行
う
株
式
売
買

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
、
参
加

者
全
員
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
取
引
所
講
師
に
よ
る

「
証
券
市
場
を
巡
る
最
近
の
状

況
」
に
つ
い
て
の
講
義
等
、
今

年
度
は
、
例
年
に
な
く
多
数
の

質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
、
充
実

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
現
代
法
特
論（
政
治
と
法
）」

は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
求
め

に
応
え
て
法
学
部
に
設
置
さ
れ

た
学
び
の
場
で
す
。

　

講
義
を
担
当
す
る
の
は
小
島

敏
男
客
員
教
授
で
、
市
議
、
県

議
、
衆
議
院
議
員
と
、
39
年
年

間
に
わ
た
り
幅
広
い
政
治

フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
し
た
経
験

を
ふ
ま
え
、
民
主
主
義
、
安
全

保
障
、
外
交
、
地
方
分
権
等
、

抽
象
的
に
な
り
が
ち
な
政
治
学

上
の
テ
ー
マ
を
、
具
体
的
か
つ

明
瞭
な
語
り
口
で
講
じ
て
、
受

講
生
ら
の
興
味
・
関
心
を
引
い

て
い
ま
す
。

　

小
島
教
授
は
「
若
者
と
政
治

の
関
わ
り
」
を
主
な
テ
ー
マ
と

す
る
今
年
度
の
法
学
部
・
法
制

研
究
所
共
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
12
月
４
日
開
催
予
定
）

で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め

る
予
定
で
す
。
社
会
に
ど
の
よ

う
な
一
石
が
投
じ
ら
れ
る
の
か

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
詳
細
は

法
学
部
事
務
室
ま
で
。
☎

0
4
８
（
5
3
６
）
6
0
0
0

知
識
を
生
か
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

は
ま
さ
に
「
大
気
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
」
で
す
。

　

地
球
環
境
科
学
部
で
は
こ
れ

以
外
に
も
、
環
境
や
自
然
を
実

感
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
実
習
・

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
の
小
部
屋
」
に
も
、

大
変
多
く
の
方
々
に
来
場
い
た

だ
き
、
特
に
７
月
19
日
は
、

5
8
０
人
を
超
す
方
々
の
来
場

が
あ
り
、
熱
心
な
受
験
生
の
熱

気
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。

　

心
理
学
部
で
は
、
平
成
23
年

度
よ
り
、
新
に
「
対
人
・
社
会

心
理
学
科
」
を
設
置
予
定
で
あ

り
、
新
し
い
学
科
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
際
立
ち
ま
し
た
。

　

臨
床
心
理
学
科
が
、
こ
こ
ろ

の
内
面
に
目
を
向
け
た
心
理
学

を
学
問
領
域
と
す
る
学
科
に
対

し
、
対
人
・
社
会
心
理
学
科
は
、

人
と
社
会
に
目
を
向
け
た
学
科

で
す
。
心
理
学
部
に
、
こ
の
２

つ
の
学
科
を
設
置
す
る
こ
と
に

対
し
、
よ
り
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
な
が
り
あ
う

様
々
な
家
族
の
す
が
た
か
ら
文
学
部
が

公
開
講
座
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②埼玉県北部地域振興コミュニティー協議
会と社会福祉学部が協同で開催した子ど
も・学生・大人・高齢者のスポーツ交流会

①授業研究の様子

遠野の伝統芸能「しし踊り」

高清水高原からみた遠野の町 『遠野物語へようこそ』
（ちくまプリマー新書）表紙

③現場の先生との討論会

　

岩
手
県
遠
野
市
は
、『
遠
野

物
語
』
が
刊
行
さ
れ
て
今
年
で

1
0
０
周
年
を
迎
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て

活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

　

遠
野
出
身
の
文
学
青
年
で

あ
っ
た
佐
々
木
喜
善
が
、
当
時

は
官
僚
だ
っ
た
柳
田
国
男
に

語
っ
た
話
を
一
冊
に
ま
と
め
、

明
治
43
（
1
9
1
0
）
年
に
出

版
し
た
の
が
『
遠
野
物
語
』
で

す
。
山
深
い
里
に
伝
え
ら
れ
た

山
男
や
山
女
、
狼
や
熊
、
河
童

や
家
の
神
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

話
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

の
ち
に
柳
田
国
男
は
、
普
通

の
人
々
の
生
活
や
文
化
を
研
究

す
る
日
本
民
俗
学
と
い
う
学
問

を
う
ち
立
て
、『
遠
野
物
語
』

は
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
民
話

の
里
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
遠
野
へ
、
た
く
さ
ん
の
人
が

　

不
登
校
、
学
級
崩
壊
、
い
じ

め
な
ど
、１
９
８
０
年
代
以
降
、

日
本
の
学
校
は
「
教
育
問
題
を

解
決
す
る
場
所
」
か
ら
「
教
育

問
題
を
生
み
出
す
場
所
」
へ
反

転
し
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
の
研
究
は
、
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
学
校
を
「
身

体
教
育
」
を
突
破
口
に
し
な
が

ら
改
革
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
の
試
み
が
、
子

ど
も
た
ち
を
全
体
的（
身
体
的
）

な
人
間
像
の
も
と
で
捉
え
直
し

訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、『
古
事
記
』
を

中
心
と
し
た
日
本
の
古
代
文
学

の
研
究
が
専
門
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
文
献
資
料
の
少
な
い
古
代

文
学
を
考
え
る
た
め
に
は
口
承

文
芸
へ
の
視
野
が
欠
か
せ
ず
、

『
遠
野
物
語
』
も
研
究
対
象
の

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
1
9
7
0
年

代
の
終
わ
り
頃
か
ら
遠
野
に
出

か
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
う

ち
、『
遠
野
物
語
』
を
研
究
し

た
り
街
の
活
性
化
を
考
え
る
土

地
の
人
々
と
の
つ
き
あ
い
も
深

ま
り
、30
数
年
が
経
ち
ま
し
た
。 　

そ
う
し
た
ご
縁
が
あ
っ
て

1
0
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環

で
、
遠
野
市
や
遠
野
の
友
人
た

ち
の
勧
め
に
よ
り
、
友
人
の
赤

坂
憲
雄
氏
と
共
著
で
『
遠
野
物

語
へ
よ
う
こ
そ
』（
ち
く
ま
プ

リ
マ
ー
新
書
）
と
い
う
入
門
書

を
書
き
ま
し
た
。
そ
の
特
別
版

は
遠
野
市
民
に
読
ん
で
も
ら
う

た
め
に
全
戸
配
布
さ
れ
ま
し

た
。

　

遠
野
を
訪
れ
始
め
た
頃
、『
遠

野
物
語
』
に
興
味
を
も
つ
土
地

の
人
は
ほ
ん
と
う
に
数
え
る
ほ

ど
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
が
近
ご
ろ
で
は
、
自
分
た
ち

の
先
祖
が
伝
え
て
き
た
財
産
で

あ
り
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
と

て
も
高
く
な
り
、
1
0
０
周
年

の
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

も
、
市
民
が
主
体
的
に
参
加
し

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

昔
話
を
遺
そ
う
と
い
う
若
い

人
た
ち
の
活
動
は
、
小
学
生
に

ま
で
浸
透
し
て
い
ま
す
。
物
語

を
脚
色
し
た
劇
が
学
校
教
育
の

行
事
に
組
み
込
ま
れ
た
り
、
自

ら
昔
話
を
覚
え
て
語
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
は
、
過
疎
化

が
心
配
さ
れ
る
地
方
の
町
に

と
っ
て
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
わ
た
し
の

遠
野
と
の
お
つ
き
あ
い
は
、
こ

れ
か
ら
も
続
く
こ
と
に
な
り
そ

う
で
す
。

て
み
よ
う
と
す
る
研
究
で
す
。

例
え
ば
、
今
日
の
常
識
で
は
、

子
ど
も
の
体
力
は
「
筋
力
」「
敏

捷
性
」「
巧
緻
性
」
な
ど
に
区

分
さ
れ
、学
校
は
「
数
学
」「
道

徳
」「
体
育
」
な
ど
に
区
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

区
画
化
が
厳
密
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
人
間
の
全
体
像
は
忘
却
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
は
、
ト
ー
タ
ル
な
人
間
像

に
立
ち
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
身
体
」「
感
性
」「
知
」「
心
」

な
ど
を
切
り
離
し
、
教
室
を
無

味
乾
燥
な
「
知
」
の
世
界
に
閉

じ
込
め
て
き
た
学
校
を
、
教
師

と
子
ど
も
た
ち
の
「
心
（
身
）」

が
交
わ
る
温
か
い
空
間
に
再
構

築
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
で

す
。

　

そ
の
具
体
的
な
実
践
像
の
探

究
に
、
現
在
、
社
会
福
祉
研
究

所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
写

真
①
）

　

ふ
た
つ
め

に
、
地
域
と
学

校
を
融
合
さ
せ

る
運
動
部
活
動

の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

近
代
の
学
校
は

「
閉
じ
た
空
間
」

と
し
て
構
築
さ

れ
て
き
ま
し

た
。
学
校
を
多

く
の
人
々
に
開

い
て
い
く
こ
と

で
、
教
師
の
真

理
に
子
ど
も
た

ち
を
統
合
し
よ

う
と
す
る
制
度

で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
違

い
を
尊
重
し
な
が
ら
教
師
、
子

ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
地
域
の

人
々
が
一
つ
の
場
所
で
活
動
す

る
共
同
空
間（
多
世
代
間
交
流
）

と
し
て
学
校
を
再
生
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
具
体
像
を
ド
イ
ツ
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
形
成
過
程
か

ら
抽
出
す
べ
く
、
現
在
、
科
学

研
究
費
の
交
付
を
受
け
、
近
代

ド
イ
ツ
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。（
写
真
②
）

　

以
上
の
よ
う
な
学
校
改
革
の

構
想
は
、
教
員
養
成
の
あ
り
方

と
も
連
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
日
、
実
習
中
心
の
教
員

養
成
改
革
は
世
界
的
な
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
習
（
経

験
）
で
学
生
が
何
を
学
び
、
ベ

テ
ラ
ン
教
師
が
、
日
々
の
経
験

の
な
か
で
い
か
な
る
力
を
身
に

付
け
て
い
る
の
か
、
教
師
の
成

長
過
程
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
は
、
教
師
の
力
量
（
専
門

性
）
も
、
例
え
ば
、
子
ど
も
の

表
情
か
ら
子
ど
も
の
心
を
見
抜

く
、
と
い
っ
た
「
身
体
知
」
の

次
元
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉

学
部
の
小
学
校
教
諭
課
程
の
設

置
と
と
も
に
、
事
例
的
な
（
質

的
）
実
証
を
積
み
重
ね
ら
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。（
写

真
③
）

運
動
部
活
動
で　
　

地
域
と
学
校
を
融
合

研
究
の
達
人　

研
究
の
達
人　

文
学
部
文
学
科
教
授　

三
浦　

佑
之

　

研
究
の
達
人

　

研
究
の
達
人

社会福祉学部
人間福祉学科准教授

釜崎　太

『
遠
野
物
語
』を
媒
介
に　

街
と
の
つ
き
あ
い
30
数
年

「
昔
話
を
遺
そ
う
」
子
供
に
浸
透

古代文学研究の深化へ
口承文芸に目が向いた

身体教育を突破口に
学校の改革を目指す

切
り
離
さ
れ
る
身
体
・
感
性
・
知
・
心

全
体
的
人
間
像
を
捉
え
る
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大橋秀行（日本プロボクシング協会会長）㊨と筆者

長野五輪時の真実を話す
船木和喜選手（フィット）

ア
テ
ネ
五
輪
と
北
京
五
輪
と
の
比
較

を
語
る
柴
田
亜
衣
氏（
デ
サ
ン
ト
）

「
ソ
チ
五
輪
を
目
指
す
」と
宣
言
し
た
葛
西
紀
明
選
手（
土
屋
ホ
ー
ム
）

㊤アラブ首長国連
邦の風景㊦筆者

立正大学フォーラムのポスター

　

昨
年
度
か
ら
開
講
さ
れ
て
い

る
現
代
社
会
を
学
ぶ
法
学
部
現

代
法
特
論
Ⅶ
「
ス
ポ
ー
ツ
法
」

に
は
、
こ
れ
ま
で
に
メ
ダ
リ
ス

ト
を
含
む
11
人
の
ゲ
ス
ト
ス

　

進
学
率
が
50
％
を
超
え
た
状

況
で
、
将
来
の
目
標
を
持
っ
て

い
る
学
生
が
ど
れ
だ
け
い
る
の

か
。
卒
業
後
定
職
を
持
た
な
い

若
者
が
増
え
て
い
る
と
も
い

う
。
▼
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就

く
か
は
、
人
生
を
左
右
す
る
。

自
分
の
適
性
に
合
う
仕
事
を
見

つ
け
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
役
割
が
高
ま
っ
て
い
る
。
▼

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
就
職
率
を

上
げ
る
た
め
の
教
育
で
は
な

い
。「
就
職
支
援
か
ら
キ
ャ
リ

ア
支
援
」
へ
、
さ
ら
に
「
会
社

選
択
か
ら
生
き
方
支
援
」
へ
の

教
育
の
変
化
で
あ
る
。
▼
「
学

生
が
、
自
分
自
身
の
力
で
進
路

を
選
択
す
る
」
た
め
教
育
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
他
を
理
解
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ョ
ン
を
図
れ
る
「
人
間

関
係
形
成
能
力
」、
情
報
を
収

集
し
、
そ
の
情
報
を
正
し
く
使

え
る
「
情
報
活
用
能
力
」、
将

来
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
生
き

て
い
け
る
「
将
来
設
計
能
力
」、

周
囲
の
状
況
に
適
応
す
る
た
め

の
柔
軟
性
や
決
断
力
で
あ
る

「
意
思
決
定
能
力
」
を
学
修
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
▼
そ

れ
を
踏
ま
え
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

で
は
、
３
つ
の
方
向
性
、
①
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
職
業

観
・
勤
労
観
の
育
成
、
②
教
養

教
育
・
専
門
教
育
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
志
向
学
修
の
確
立
、

③
キ
ャ
リ
ア
教
育
独
自
の
講
義

科
目
の
創
造
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
取
り
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
大
学
は
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
。

（
C
・
Ｓ
）

ピ
ー
カ
ー
が
登
場
し
た
。

　

主
な
ゲ
ス
ト
講
師
は
▽
船
木

和
喜
氏
（
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
長

野
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
▽
戸

井
田
朋
之
氏
（
デ
ザ
ン
ト
執
行

役
員
）
▽
柴
田
亜
衣
氏
（
競
泳

ア
テ
ネ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）

▽
葛
西
紀
明
氏
（
ス
キ
ー
ジ
ャ

ン
プ
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）
▽

大
橋
秀
行
氏
（
元
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
・
日
本
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン

グ
協
会
会
長
）
▽
三
上
真
二
氏

（
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
全
日
本

強
化
部
長
）▽
高
橋
秀
幸
氏（
千

葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
）ら
と
、

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
記
者
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
エ

ベ
レ
ス
ト
登
山
家
な
ど
。

　

そ
の
内
容
は
▽
五
輪
に
お
け

る
ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
▽
日
本

バ
ッ
シ
ン
グ
の
ル
ー
ル
変
更
▽

五
輪
ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
（
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
）
▽
高
校
野

球
特
待
生
と
仲
介
人
問
題
▽
ス

ポ
ー
ツ
代
理
人
と
契
約
問
題
▽

マ
ス
コ
ミ
メ
デ
ィ
ア
対
策
と
現

況
▽
育
成
選
手
に
お
け
る
諸
問

題
と
大
相
撲
問
題
な
ど
に
至
る

ま
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
現
代

社
会
を
学
ぶ
貴
重
な
場
だ
。

　

こ
れ
ら
は
い
わ
ば
、
ス
ポ
ー

ツ
実
践
を
基
軸
に
法
学
と
の
関

わ
り
合
い
等
を
考
察
し
、
他
大

学
に
は
見
ら
れ
な
い
特
色
あ
る

講
義
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
立
正
大
学
は
い
い
大
学
で

す
ね
、ま
た
来
た
い
で
す
」（
葛

西
氏
）
と
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

の
皆
さ
ん
は
口
々
に
そ
う
言

　

７
月
７
日
、
Ｆ
Ｄ
研
修
会
が

遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

う
。
そ
れ
は
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
緑
豊
か
な
大
自
然
の
中
に

あ
る
、
優
れ
た
教
育
環
境
に
加

え
、
学
生
た
ち
の
や
り
と
り
で

垣
間
見
ら
れ
た
息
吹
が
ゲ
ス
ト

講
師
の
方
々
の
胸
に
確
実
に
響

い
て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
初
め
は
お
と
な
し
い
学
生

が
多
い
印
象
だ
っ
た
が
、
最
後

に
は
た
く
さ
ん
質
問
が
あ
り
、

サ
イ
ン
と
握
手
を
求
め
ら
れ

て
、
何
で
も
応
え
な
け
れ
ば
と

嬉
し
く
思
っ
た
」（
船
木
氏
）

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
１
０
１

教
室
で
受
講
す
る
学
生
た
ち
に

は
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
全
て
の

話
が
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。

こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
法
」
は
、
来

年
度
も
た
く
さ
ん
の
ゲ
ス
ト
講

師
を
迎
え
る
予
定
だ
。

（
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

法
学
部
講
師　

岩
瀬
孝
文
）

て
、
大
崎
・
熊
谷
両
キ
ャ
ン
パ

ス
で
同
時
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
会
は
２
部
構
成
で
、
１

部
で
は
経
済
学
部
の
今
井
賢
教

授
が
「
立
正
大
学
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
の
現
状
〜
パ
ソ

コ
ン
vs
ケ
ー
タ
イ
vs
ク
リ
ッ

カ
ー
〜
」
に
つ
い
て
講
演
。
２

部
は
地
球
環
境
科
学
部
の
渡
来

靖
専
任
講
師
が
「
他
大
学
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
事
例
報
告
〜
Ｆ
Ｄ
の

た
め
の
情
報
技
術
講
習
会
参
加

報
告
〜
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
研
修
会
を

開
催
し
、
大
学
全
体
の
Ｆ
Ｄ
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
。

　

今
、
競
争
社
会
の
な
か
で
私

た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い
る
〈
エ

キ
ス
パ
ー
ト
〉
と
し
て
研
鑚
す

る
と
い
う
自
負
と
、〈
社
会
人

と
し
て
の
モ
ラ
ル
の
責
任
〉
の

　

私
は
都
内
の
自
宅
か
ら
片
道

２
時
間
か
け
て
、
勤
務
地
の
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
通
勤
し
て

い
る
。
東
武
東
上
線
「
森
林
公

園
駅
」
か
ら
大
学
ま
で
の
バ
ス

の
車
窓
か
ら
四
季
の
移
り
変
わ

り
を
楽
し
む
こ
と
が
、
長
距
離

通
勤
の
私
に
と
っ
て
さ
さ
や
か

な
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

森
林
公
園
か
ら
の
一
帯
は
、

都
内
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と

両
面
を
生
き
た
姿
が
、
宮
澤
賢

治
の
生
涯
に
重
ね
ら
れ
る
。

  

賢
治
は
盛
岡
高
等
農
林
専
門

学
校
（
岩
手
大
学
農
学
部
の
前

身
）
に
在
学
し
て
い
た
十
代
の

頃
に
、
父
か
ら
渡
さ
れ
た
『
法

華
経
』
に
出
会
っ
て
身
震
い
す

る
感
激
を
受
け
た
。
そ
の
後
、

『
法
華
経
』
信
仰
の
究
明
と
、

文
学
へ
の
沈
潜
、
そ
し
て
ま
た

科
学
研
究
の
関
心
に
迫
ら
れ

た
。

　

第
二
次
大
戦
後
、「
国
語
」

の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
、
今
日

に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響
を
与

え
続
け
た
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

は
、
死
の
２
年
前
、
病
床
で
誌

し
た
祈
り
の
詩
で
あ
る
。
そ
こ

に
至
る
間
、賢
治
は
童
話
集『
注

文
の
多
い
料
理
店
』、詩
集
『
春

と
修
羅
』
を
自
費
出
版
し
た
。

　

前
著
は
、
近
代
人
が
西
欧
文

明
謳
歌
の
風
潮
の
な
か
で
自
己

を
見
失
い
、〔
貪
り
〕〔
い
か
り
〕

〔
無
知
〕
に
よ
っ
て
破
滅
に
向

か
っ
て
い
る
こ
と
を
警
告
し
た

名
作
。
後
著
は
、「
宗
教
」「
文

学
」「
科
学
」
の
三
方
面
を
綜

合
す
る
豊
か
な
生
き
方
を
求

め
、
懊
悩
す
る
青
年
期
の
心
情

を
吐
露
す
る
。

  

賢
治
は
詩
人
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
る
が
、
終
始
一
貫

し
て
農
民
の
た
め
に
科
学
を
駆

使
し
、
農
業
の
豊ほ
う
じ
ょ
う饒
を
模
索
す

る
社
会
的
役
割
を
求
め
た
。
晩

年
、
彼
は
肥
料
会
社
を
立
ち
上

げ
、そ
の
経
営
に
苦
労
を
重
ね
、

20
世
紀
最
先
端
の
科
学
研
究
に

も
余
念
が
な
か
っ
た
。

　

賢
治
が
「
石
っ
こ
賢
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
「
岩
石
の
研
究
」

に
熱
中
し
て
い
た
若
い
頃
、
彼

は
友
人
に
誘
わ
れ
て
熊
谷
を
経

由
し
て
秩
父
山
中
で
岩
石
の
調

査
研
究
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
賢

治
を
支
え
続
け
た
実
弟
、
故
宮

澤
清
六
氏
の
お
孫
さ
ん
は
立
正

大
学
哲
学
科
出
身
で
、
現
在
は

Ｊ
Ｒ
「
花
巻
」
駅
前
の
「
光
原

舎
」の
経
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
『
法
華
堂
建
立
勧
進
文
』
を

賢
治
が
執
筆
す
る
端
緒
と
な
っ

た
「
花
巻
教
会
」
は
、そ
の
後
、

花
巻
市
の
「
身
照
寺
」
と
な
り
、

賢
治
も
そ
こ
に
眠
っ
て
い
る
。

　

立
正
大
学
学
園
の
新
総
裁
、

身
延
山
久
遠
寺
の
内
野
日
総
法

主
の
師
父
・
南
部
日
實
師
が
、

「
花
巻
教
会
」
創
建
時
の
指
導

者
で
あ
っ
た
。
南
部
日
實
師
は

南
部
藩
藩
主
の
系
譜
（
第

三
十
六
代
）
を
受
け
た
方
で
、

日
蓮
宗
僧
侶
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
。

　

賢
治
の
精
神
は
、
立
正
大
学

「
建
学
の
精
神
」
と
共
鳴
す
る

が
、
同
時
に
宮
澤
家
の
系
譜
が

立
正
大
学
と
深
い
ゆ
か
り
を
持

つ
こ
と
を
併
せ
て
紹
介
し
、
な

お
筆
者
の
学
長
時
代
、
３
年
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
宮
澤

賢
治
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
協
力

頂
い
た
皆
様
に
感
謝
を
捧
げ
る

次
第
で
あ
る
。
















































が
で
き
な
い
田
園
風
景
だ
。
春

に
は
桜
や
つ
つ
じ
な
ど
色
と
り

ど
り
の
花
々
、
春
か
ら
夏
に
か

け
て
は
日
々
濃
く
な
る
若
葉
、

麦
の
穂
そ
し
て
つ
ば
め
の
飛
ぶ

姿
も
見
ら
れ
る
。

　

秋
の
紅
葉
も
美
し
く
、
冬
の

落
葉
後
の
寒
々
と
し
た
景
色
も

ま
た
一
興
で
あ
る
。
日
当
た
り

や
木
に
よ
っ
て
生
じ
る
変
化
の

速
度
差
を
発
見
す
る
の
も
面
白

い
も
の
だ
。

　

私
が
こ
の
よ
う
に
自
然
や
四

季
の
変
化
に
一
種
「
感
動
」
を

感
じ
る
の
も
、
い
く
つ
か
の
外

国
で
暮
ら
し
た
経
験
に
起
因
し

て
い
る
と
思
う
。
３
年
ほ
ど
住

ん
だ
「
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
」

と
い
う
砂
漠
の
国
は
、
石
油
や

天
然
ガ
ス
の
産
出
で
有
名
な
お

金
持
ち
の
国
だ
が
、
自
生
の
植

物
は
少
な
く
、
デ
ー
ツ
の
実
で

知
ら
れ
る
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
が
代
表

的
で
あ
る
。
降
水
量
が
少
な
い

の
で
海
水
を
淡
水
化
し
て
水
を

供
給
し
て
い
る
。

　

最
高
気
温
が
50
度
近
く
に
も

な
る
こ
と
も
あ
る
こ
の
国
で

は
、「
緑
化
」
は
温
暖
化
対
策

と
し
て
ま
た
国
民
生
活
の
潤
い

の
た
め
に
も
必
須
で
あ
り
、
政

府
が
毎
日
膨
大
な
費
用

（
１
９
９
８
年
当
時
、
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
全
体
で
１
日
２
億

円
と
言
わ
れ
て
い
た
）
を
か
け

て
水
や
肥
料
を
撒
き
、「
林
」

を
作
り
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
「
緑
」
が
貴
重
な
も
の
だ
け

に
、
国
民
は
植
物
を
と
て
も
大

切
に
し
て
い
る
。
以
前
皇
太
子

ご
夫
妻
が
こ
の
国
を
訪
問
さ
れ

た
際
に
、
雅
子
妃
殿
下
は
き
れ

い
な
緑
色
の
ス
ー
ツ
を
お
召
し

に
な
っ
た
が
、
そ
う
し
た
こ
の

国
の
国
民
へ
の
配
慮
を
示
さ
れ

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

お
金
を
使
わ
な
け
れ
ば「
緑
」

が
得
ら
れ
な
い

こ
う
し
た
国
々

を
思
う
と
、
水

が
豊
富
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物

が
自
然
に
生
え
、
四
季
の
移
り

変
わ
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め

て
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

他
方
、
そ
の
日
本
も
、
開
発
に

よ
っ
て
一
度
失
っ
た
自
然
を
今

度
は
膨
大
な
お
金
を
か
け
て
取

り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

態
に
至
っ
て
い
る
の
も
、
皮
肉

な
こ
と
で
あ
る
。

視点視点 著名な選手らが
先端のテーマで

現
代
社
会
を
学
ぶ

現
代
法
特
論
Ⅶ　 

「
ス
ポ
ー
ツ
法
」
講
義

宮
澤
賢
治
と
深
い
ゆ
か
り

 

渡
邊　

寶
陽

 

（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

川眞田嘉壽子
（法学部教授）

〈
29
〉

緑
を
め
ぐ
る
外
国
と
日
本

遠隔教育システム
利用しFD講習会
両キャンパス同時に
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か
の
五
月
、
炎ひ

の
帯
と
な
り
し
表
参
道
知
る
由
も
な
く
欅

は
そ
よ
ぐ 

横
溝　

慶
子
（
目
黒
区
）

「
差
別
」
と
い
う
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
本
閉
じ
て
書
か
れ
ぬ

多
く
の
差
別
を
思
う 

ふ
う
ら
い
ぼ
う
（
行
田
市
）

肉
料
理
好
み
し
夫
が
こ
の
日
頃
魚
料
理
を
黙
々
と
食
む

 

近
藤　

邦
巳
（
船
橋
市
）

茎
太
き
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
さ
っ
と
茹
で
目
に
歯
に
舌
に
五

月
を
楽
し
む 

小
田　

千
代
（
武
蔵
野
市
）

気
が
つ
く
と
ま
た
た
め
息
を
つ
い
て
い
る
ま
か
り
通
れ
る

理
不
尽
多
し 

石
井
美
枝
子
（
夕
張
市
）

紙
お
し
め
換
え
ま
す
か
ら
ね
は
い
よ
い
し
ょ
あ
あ
に
っ
こ

り
と
見
上
げ
る
老
女 

井
上　

植
惠
（
坂
出
市
）

〔
評
〕
横
溝
作
品　
「
か
の
五
月
」。
六
十
五
年
前
、
表
参

道
は
も
ち
ろ
ん
東
京
中
が
、
空
襲
の
た
め
に
火
の
海
と

な
っ
た
。
我
々
は
、
そ
の
阿
鼻
叫
喚
の
巷
と
化
し
た
焦
土

の
上
に
創
っ
た
繁
栄
を
享
受
し
て
い
る
。「
炎
の
帯
」
が

当
時
の
惨
状
を
髣ほ
う
髴ふ

つ
さ
せ
る
。

ふ
う
ら
い
ぼ
う
作
品　
「
差
別
と
い
う
」。
ど
の
よ
う
に
精

緻
に
書
か
れ
た
ル
ポ
で
あ
っ
て
も
、
当
然
の
こ
と
だ
が
、

す
べ
て
を
書
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
描
か
れ
た
典

型
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
思
い
描
く
こ
と
が
大
切
。

近
藤
作
品　
「
肉
料
理
」。
年
と
っ
て
き
た
の
か
、
食
べ
物

の
嗜
好
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
た「
夫
」。「
こ
の
日
頃
」

が
効
い
て
い
る
。
作
者
は
男
性
の
よ
う
だ
。
妻
の
立
場
で

歌
っ
た
か
。
あ
る
い
は
自
身
を
客
観
視
し
た
か
。

小
田
作
品　
「
茎
太
き
」。
五
月
の
爽
や
か
な
季
節
感
が
よ

く
出
て
い
る
。
茹
で
上
が
っ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
さ
緑
が

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。「
さ
っ
と
」
が
効
い
て
い
る
。

石
井
作
品　
「
気
が
つ
く
と
」。
こ
の
溜
息
に
同
感
。「
ま

か
り
通
れ
る
」
が
活
き
て
い
る
。
原
作
の
結
句
「
理
不
尽

の
多
さ
に
」。
や
や
説
明
的
。
は
っ
き
り
止
め
る
べ
き
。

井
上
作
品　
「
紙
お
し
め
」。「
お
し
め
」
は
、
む
つ
き
・

お
む
つ
。
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る
作
者
か
。
話
し
言
葉

の
「
は
い
」「
あ
あ
」
等
、
説
得
力
が
あ
る
。
原
作
の
結

句
「
老ひ

女と

よ
」。「
老
女
」
に
「
ひ
と
」
の
ル
ビ
は
無
理
。

春は
る
疾は
や
て風
川
面
を
煽あ
お
り
魚
騒
ぐ

 

神
奈
川
県
川
崎
市　

渡
辺
さ
ち
子

紫
陽
花
が
雨
を
誘
う
や
三
室
戸
寺

 

東
京
都
大
田
区　

水
口　

仁
平

黒
蟻
の
迷
ひ
こ
み
た
る
法
会
か
な

 

広
島
県
広
島
市　

村
越　
　

縁

傍
ら
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
夏
期
講
座

 

香
川
県
坂
出
市　

井
上　

植
惠

夕
立
ぐ
せ
つ
き
し
集
落
灯
り
初
む

 

埼
玉
県
東
松
山
市　

佐
藤　
　

弘

青
簾
論
客
今
日
も
長
居
し
て

 

神
奈
川
県
横
浜
市　

長
崎　

円
喜

夏
衣
父
の
形
見
の
下
駄
の
音

 

神
奈
川
県
大
和
市　

今
関
十
三
里

砂
文
字
の
平
和
恐
し
土
用
波

 

神
奈
川
県
伊
勢
原
市　

田
中　

良
平

コ
ス
モ
ス
の
光
を
得
つ
つ
艶
や
か
に

 

千
葉
県
船
橋
市　

近
藤　

邦
巳

秋
澄
む
や
学
び
の
シ
ン
ボ
ル
大お
お

眼ま
な
こ

 

東
京
都
練
馬
区　

西
岡　
　

翠

〔
評
〕
一
句
目
。
昔
を
今
に
見
る
よ
う
な
川
の
情
景
。
二

句
目
。
梅
雨
時
の
三
室
戸
寺
が
興
趣
深
き
作
と
な
る
。
三

句
目
。
俳
諧
と
い
う
か
、
視
点
が
冴
え
て
、
内
容
も
深
い
。

四
句
目
。
詠
ま
れ
て
み
る
と
、成
る
程
こ
う
な
っ
て
い
る
。

五
句
目
。
母
親
の
生
家
、
田
舎
で
。「
夕
立
ぐ
せ
つ
き
し
」

が
面
白
い
。
実
感
が
伝
わ
る
。
六
句
目
。
初
句
「
夏
簾
」、

簾
が
夏
の
季
語
ゆ
え
「
青
簾
」
と
し
て
み
た
。
元
気
が
何

よ
り
。
七
句
目
。
淡
淡
と
詠
ん
だ
が
、
心
境
的
に
奥
行
き

の
あ
る
句
。
八
句
目
。
平
和
と
い
う
こ
と
を
砂
浜
に
臨
ん

で
、
思
念
し
た
作
。
九
句
目
。
感
性
に
充
ち
た
う
つ
く
し

い
句
。
十
句
目
。
立
正
生
の
学
究
の
姿
を
詠
む
。

　
「
砂
時
計
」

 

（
平
成
11
年
度
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
了
）

 

小
松
原
秀
之

急
げ

時
代
に
乗
り
遅
れ
る
前
に

忙
げ

時
代
に
忘
れ
去
ら
れ
る
前
に

い
そ
げ

下
腹
部
が
突
き
出
る
前
に

イ
ソ
ゲ

シ
ヌ
タ
メ
ニ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｅ

無
駄
な
誇
り
や
出
世
の
た
め
に

女
は
甘
露
か
致
死
毒
か

女
の
吐
息
は
坊
主
の
木
魚

虚
実
虚
構
を
つ
く
り
だ
す

黒
く
汚
れ
た
こ
の
大
き
な
腹
を
切
り
裂
い
て

臓
物
を
雪
解
け
水
で
洗
い
流
せ

な
・
ん
・
の
・
た
・
め
・
に

い
・
き
・
て
・
る
・
の

〔
評
〕

　

岡
田
袈
裟
男
教
授
の
ご
協
力
も
あ
り
、
今
回
は
多
く
の
佳

篇
を
え
た
。
家
族
や
社
会
の
操
り
人
形
と
な
る
哀
し
み
を
表

現
し
た
岡
田
恵
稲
「
元
操
り
人
形
は
か
く
語
る
」、
分
解
さ

れ
喪
失
さ
れ
る
自
我
を
う
た
う
上
野
愛
実
「
形
骸
」、
無
限

の
時
間
の
中
の
人
類
の
夢
に
触
れ
た
宮
澤
勘
次
「
ポ
ラ
リ

ス
」、
世
界
史
的
展
望
で
今
日
の
虚
し
さ
を
捉
え
る
浅
間
俊

之
「
ゆ
め
見
ぬ
世
界
」
そ
の
他
、
ど
れ
も
独
自
の
捨
て
難
い

個
性
を
示
し
て
い
た
。

　

し
か
し
結
局
、
前
回
に
つ
づ
き
小
松
原
秀
之
の
詩
を
採
る

こ
と
に
な
っ
た
。
時
代
の
激
流
を
泳
ぎ
つ
つ
強
い
自
虐
的
批

評
の
目
を
も
っ
て
現
実
と
戦
う
作
者
の
、
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た

ひ
た
む
き
な
息
使
い
が
、
そ
の
リ
ズ
ム
や
比
喩
表
現
と
な
っ

て
切
実
に
迫
っ
て
く
る
。
そ
の
一
点
に
、
生
半
可
で
な
い
詩

作
姿
勢
が
見
え
る
。
皮
肉
、
逆
説
、
疑
問
は
、
こ
の
作
者
な

ら
で
は
の
生
の
痛
み
の
訴
え
だ
。

　

氏
名
、
学
部
、
学
科
、
学

年
（
卒
業
生
は
卒
業
年
）、住

所
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
宛
先
〕

　

〒
１
４
１-

８
６
０
２

　

東
京
都
品
川
区
大
崎
４-

２-

16 

立
正
大
学
政
策
広

報
課
学
園
新
聞
担
当

〔
Ｅ
メ
ー
ル
〕

　

pln@
ris.ac.jp

〔
締
切
〕

　

平
成
22
年
10
月
25
日
必
着

「夏の終わり」
〈写真〉
 中村　 紀
　（ 平成18年度仏教学部仏教学科卒）

「
元
気
??
」

〈
写
真
〉

 

田
口　

嵩
浩

　
（
経
営
学
部
４
年
）

　

史
料
編
纂
室
で

は
、
立
正
大
学
（
立

正
中
学
・
高
校
・
短

期
大
学
部
を
含
み
ま

す
）
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
を
収
集

し
て
い
ま
す
。

　

広
報
誌
な
ど
の
学

内
刊
行
物
、時
間
割
、

講
義
ノ
ー
ト
、
文
書

資
料
、
学
生
運
動
関

係
等
の
ビ
ラ
、
写
真

（
ア
ル
バ
ム
）、
記
念

品
、
躍
進
歌
な
ど
立

正
大
学
の
歴
史
に
関

す
る
資
料
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
史
料
編

纂
室
に
ご
寄
贈
も
し

く
は
貸
与
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

☎
０
３（
３
４
９
２
）

２
６
８
１

内
線
（
４
１
９
７
・

４
１
９
８
）

立正大学の歴史資料を収集しています

父
母
・

 

卒
業
生　

　
　
　

か
ら

学
生　

　

か
ら

みなさん 
の投稿を募集 
しています 

みなさん 
の作品を募集 
しています 
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皆
さ
ん
は
、
日
本
に
ど
の
く

ら
い
の
会
社
が
あ
る
か
ご
存
知

で
す
か
？
総
務
省
統
計
局
の
資

料
（
平
成
18
年
度
）
で
は
約

５
９
１
万
１
千
社
で
す
。
；
そ

の
う
ち
新
卒
向
け
の
求
人
を
行

う
の
は
、
58
万
１
千
社
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、

ど
う
や
っ
て
会
社
選
び
を
す
れ

ガイダンス風景

受付でパンフを配布するマスコットキャラクター「モラりす」

猛暑を吹き飛ばす応援指導部の演技

活躍する学生スタッフたち
国際交流センターのブース

iPadを使って入試相談

経済学部はクイズでクリッカーを体験大崎キャンパスネットカフェのキャンパスランチは
チキン丼とチキンカレーが大人気

社会福祉学部ブース

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
に
出

て
く
る
会
社
で
も
、
全
て
の
人

に
と
っ
て
良
い
会
社
と
は
い
え

な
い
で
し
ょ
う
。「
あ
な
た
に

と
っ
て
良
い
会
社
」
を
選
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

ど
う
い
う
環
境
な
ら
心
地
よ

く
働
け
る
の
か
、
ど
う
い
う
仕

事
な
ら
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ

る
の
か
、
と
い
う
あ
な
た
の
価

値
観
で
会
社
の
良
し
悪
し
が
決

ま
る
の
で
す
。

　

リ
ク
ル
ー
ト
ナ
ビ
に
掲
載
さ

れ
る
新
卒
求
人
社
数
で
さ
え
、

８
千
４
百
社
程
度
で
す
。
あ
え

て
就
職
サ
イ
ト
に
は
載
せ
ず
、

「
自
分
で
探
し
て
自
分
か
ら
直

接
当
社
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き

た
学
生
に
だ
け
、
当
社
を
受
け

て
ほ
し
い
」
と
考
え
て
い
る
会

社
も
多
い
の
で
す
。

　

少
な
い
知
識
で
業
界
を
選
ん

だ
り
、
知
名
度
や
規
模
に
依
存

し
た
会
社
選
び
、
単
な
る
憧
れ

に
よ
る
会
社
選
び
な
ど
先
入
観

は
排
除
し
て
、
ま
ず
は
目
に
触

れ
る
全
て
の
会
社
に
興
味
・
関

心
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

業
界
研
究
の
第
一
の
目
的
は

社
会
全
体
へ
の
理
解
を
深
め
、

進
路
選
択
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

な
の
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
自

分
に
と
っ
て
良
い
会
社
と
悪
い

会
社
を
見
分
け
る
こ
と
、
こ
れ

を
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

（
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
長
・
下
垣
伸
吉
）

　

立
正
大
学
の
学
び
を
知

る
「
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」
が
、
大
崎
・
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

８
学
部
14
学
科
の
入
試

相
談
や
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
紹
介
、
卒
業
後
の

キ
ャ
リ
ア
説
明
な
ど
が
行

わ
れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
試
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
ブ
ー
ス
で
は
、
最

新
の
Ｉ
Ｔ
機
器
「
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
（
ア
イ
パ
ッ
ド
）」
を

駆
使
し
、
受
験
生
か
ら
好

評
を
得
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
と
父

母
た
ち
に
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
モ
ラ
り

す
」が
、ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
学
生

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
立
正

大
学
の
魅
力
を
伝
え
ま
し

た
。

キャリアセミナー・スケジュール（全学年対象）
☆業界研究セミナー
　７回にわたって代表的な業界を取り上げ、業界の成り立ちや特徴、これからの展望などを講義。
　希望の回のみの参加も可能です。
　講師：岡崎洋先生

回 大崎キャンパス 熊谷キャンパス 内　容
1

10月

8日（金） ３限

10月

7日（木） ４限 金融
2

15日（金）
２限 14日（木） ４限 商社・流通・小売

3 ３限 27日（水） ５限 建設・住宅・不動産
4

22日（金）
２限 28日（木） ４限 衣・食・住・自動車メーカー

5 ３限
11月

4日（木） ４限 情報・通信・広告・出版
6

11月
5日（金） ５限 10日（水） ５限 運輸・物流

7 12日（金） ５限 18日（木） ４限 サービス

☆企業研究セミナー
　各業界を代表する企業の採用担当者が本校に来校！最新情報をお話いただきます。
　日時：平成22年10月25日（月）～ 12月3日（金）の月・火・木・金を予定
【参加予定企業】（9月10日現在の予定です。参加企業は、今後も増える予定です。）
株式会社いなげや、株式会社エトワール海渡、株式会社オンワード樫山、株式会社集英社、城南信用金庫、住友不動産販売株式
会社、ソフトハウス株式会社、大正製薬株式会社、大成建設株式会社、大和ハウス工業株式会社、タキヒヨー株式会社、日本通
運株式会社、日本放送協会、日本郵便東京支社、株式会社プリンスホテル、ヤマザキナビスコ株式会社、郵便局株式会社（日本
郵政グループ）、読売新聞東京本社、株式会社読売旅行、りそなグループ、株式会社レナウン
※詳細は第4回就職ガイダンス、キャリアナビ、学内ポータルでお知らせします。

※会場等、詳細はキャリアサポートセンターまでお問合せ下さい。
　大崎キャリアサポートセンター☎03（3492）6697　　熊谷キャリアサポートセンター 048（536）6016

父母のための就職講座2010

「親として、わが子の就活を支える５つのこと」

講師：㈱岡崎人事コンサルタント代表取締役社長
　　　立正大学非常勤講師　岡崎洋氏

１年生から４年生のご父母で、親子でご参加下さい。
希望者の方は個人面談も予定しています。

日時：平成22年10月31日（日）13：00～ 16：30
場所：大崎キャンパス　石橋湛山記念講堂
主催：橘父兄会　☎０３－３４９３－６５３５

詳細は父母の皆様宛てに
案内状を郵送いたします。

夏のオープンキャンパス
2010開催　　

マスコットキャラ「モラりす」も登場

㉓

自分の価値観で選ぼう

「あなたにとって良い会社」を
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全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー

　

棚
橋
君
が
東
京
代
表
に　

弓道の市野さん
全国中学大会
に出場し健闘

　

弓
道
部
の
市
野
佐
和
さ
ん

（
中
２
＝
写
真
）
が
、
８
月
に

明
治
神
宮
で
行
わ
れ
た
全
国
中

学
校
弓
道
大
会
女
子
個
人
の
部

に
出
場
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
に
水
戸
で
行
わ

れ
た
中
学
関
東
大
会
に
は
男
女

と
も
団
体
の
部
に
出
場
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
高
校
生
で
は
松
本

聖
也
君
（
高
２
）
が
、
男
子
個

人
の
部
で
、

東
京
武
道
館

で
行
わ
れ
た

関
東
大
会
に

出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。

（左から）笠原先生、下崎君、矢野君、畑君、亀谷君、浅木先生

みんなの気持ちを一つに

10月30日（土）
　31日（日）　

立
正
祭

立
正
祭

テ
ー
マ
は
「
華
」

テ
ー
マ
は
「
華
」

 

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　　
　
　

杉
山
君
出
場
・
本
校
は
３
年
連
続

　

皆
さ
ん
は
十
月
に
も
咲
く
桜

を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

文
字
通
り
「
十
月
桜
」
と
言
い

（「
冬
桜
」「
シ
キ
ザ
ク
ラ
」
と

も
言
う
）、
十
月
下
旬
か
ら
年

明
け
ま
で
の
期
間
に
咲
き
続
け

る
桜
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
桜

は
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上
旬

の
、
通
常
の
桜
の
季
節
と
ほ
ぼ

同
時
期
に
も
咲
く
、
二
度
咲
き

の
桜
で
も
あ
る
。

　

春
に
は
多
く
の
花
を
咲
か
せ

る
が
、
冬
の
間
は
少
し
ず
つ
咲

き
、
そ
れ
こ
そ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

や
枝
垂
れ
桜
の
よ
う
な
艶
や
か

さ
は
な
い
が
、
ま
る
で
小
雪
の

よ
う
に
控
え
め
で
可
憐
な
趣
を

見
せ
る
の
が
特
長
で
あ
る
。
寒

さ
に
耐
え
る
か
の
よ
う
に
静
か

に
咲
い
て
い
る
様
子
は
、
高
貴

さ
ま
で
漂
う
。

　

一
度
に
ぱ
っ
と
咲
い
て
ぱ
っ

と
散
る
春
の
桜
の
よ
う
な
生
き

方
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

目
立
た
な
く
と
も
つ
ら
い
現
実

に
耐
え
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
咲

き
続
け
、
訪
れ
る
春
を
待
つ
、

そ
ん
な
生
き
方
を
十
月
桜
は
教

え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
。

　

今
日
本
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

大
変
で
あ
る
。
不
安
定
な
経
済

状
況
か
ら
世
界
の
国
々
に
後
れ

を
取
り
、
そ
の
煽
り
を
受
け
て

生
徒
・
学
生
は
か
つ
て
な
い
ほ

ど
の
就
職
難
に
陥
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ

そ
、
焦
ら
ず
じ
っ
く
り
と
こ
の

困
難
に
向
き
合
い
、
次
に
訪
れ

る
春
が
来
る
ま
で
実
力
を
蓄
え

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
諦
め

ず
、
耐
え
続
け
て
い
れ
ば
必
ず

春
は
訪
れ
る
。

　

つ
ら
い
現
実
に
心
が
折
れ
か

か
っ
て
い
る
と
き
、
ち
ょ
っ
と

気
分
転
換
に
こ
の
目
立
た
な
い

桜
を
探
し
に
散
歩
に
出
て
み
て

は
如
何
だ
ろ
う
か
。

活躍する本校選手た　
　ち

　

10
月
30
日
（
土
）
と
10
月
31

日
（
日
）
に
立
正
祭
が
行
わ
れ

ま
す
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
華
」。

夏
休
み
前
か
ら
実
行
委
員
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
特
に
暑
い
夏
で
し
た

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
か
ら

看
板
作
製
、
舞
台
設
置
企
画
ま

で
、
懸
命
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
保
護
者

や
卒
業
生
、
ま
た
来
年
受
験
予

定
の
小
学
６
年
生
が
来
校
し
ま

す
。

　

テ
ー
マ
で
あ
る
「
華
」
の
よ

う
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
夢

を
の
せ
て
大
き
く
「
華
」
ひ
ら

く
文
化
祭
に
な
る
で
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ
に

な
っ
た
祭
り
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
校
の
建
学
の
精
神
は
「
行

学
二
道
」
で
す
。
そ
の
「
行
」

の
結
集
し
た
文
化
祭
へ
皆
さ
ん

も
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

工
夫
を
凝
ら
し
た
展
示
や
、

空
手
道
部
の
演
武
、
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
の
演
技
な
ど
華
や

か
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
が
、一
方
、ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
、ワ
ッ
フ
ル
、じ
ゃ
が
バ
タ
ー

な
ど
の
模
擬
店
が
多
数
出
店
し

ま
す
。
ま
た
、
先
生
方
の
バ
ン

ド
演
奏
も
披
露
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

保
護
者
主
催
の
バ
ザ
ー
、
カ

レ
ー
シ
ョ
ッ
プ
も
例
年
た
い
へ

ん
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
保

護
者
対
象
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

で
あ
る
「
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」「
書

道
」「
水
彩
画
」
の
展
示
作
品

も
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
１
２
０
０
名

の
力
の
結
集
、「
立
正
祭
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

多
彩
な
展
示　
　

華
や
か
チ
ア
演
技

模
擬
店
い
っ
ぱ
い

先
生
バ
ン
ド
も　

昨年の立正祭の様子
（右下の写真も）

　

陸
上
競
技
部
の
杉
山
匠
君

（
中
３
）
は
、
男
子
２
０
０
ｍ

で
見
事
、
東
京
都
優
勝
（
22
秒

84
）
を
果
た
し
、
第
37
回
全
日

本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
。
８
月
20

日
か
ら
鳥
取
県
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
大
会
前
に
千
葉

県
で
行
わ
れ
た
第
38
回
関
東
中

学
校
大
会
に
東
京
都
代
表
と
し

て
出
場
し
、
第
８
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　

本
校
陸
上
競
技
部
と
し
て
は

３
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
一
気
に
実
力
を
開

花
さ
せ
、
ス
ピ
ー
ド
を
つ
け
た

杉
山
君
で
す
が
、
高
校
進
学
後

の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
ま

し
ょ
う
。

賞状を手にする杉山匠君

関東大会総合優勝のメンバー

関東中学水泳競技大会

本校､初の総合優勝

　

第
34
回
関
東
中
学
校
水
泳
競

技
大
会
が
、
８
月
９
日
か
ら
３

日
間
、
千
葉
国
際
総
合
水
泳
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
は
リ
レ
ー
２
種
目
で
入

賞
し
、
学
校
対
抗
で
は
初
め
て

の
総
合
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

選
手
の
日
頃
の
練
習
の
成
果

と
、
笠
原
・
浅
木
先
生
の
指
導

の
賜
と
い
え
ま
す
。

＊
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

優
勝
（
３
分
56
秒
45
）

＊
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
２
位
（
４
分
24
秒
55
）

　

・
矢
野
壱
弥
・
亀
谷
重
思

　

・
畑
槇
乃
佑
・
下
崎
哲
也

 

（
い
ず
れ
も
中
３
）

　

中
学
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

の
棚
橋
陸
君
（
３
年
＝
写
真
）

が
、
東
京
都
の
多
く
の
選
手
の

中
で
最
終
選
考
に
残
り
、
12
月

に
開
催
さ
れ
る
第
24
回
全
国
都

道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
の
東
京
都
代
表
選
手
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は

大
阪
で
行
わ
れ

ま
す
が
、
棚
橋

君
は
、
大
会
に

向
け
て
日
々
厳

し
い
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
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たこ焼きづくりに懸命の３年生

オープニングパレードで演奏するマーチング部

本校、ベスト８に本校、ベスト８に
沖縄インターハイ・サッカー

本
校
史
上
初
、
準
々
決
勝
に

　

黄
色
い
波
次
へ

真
心
込
め

淞
丹
祭

淞
丹
祭

全国高校ライフル
射撃選手権に出場

予選通過ならず
全国大会の経験
次の目標に生かす

１年生 ゲームやお化け屋敷
２年生・３年生 行列の飲食店

三
刀
屋
天
満
宮
「
夏
の
例
祭
」

マ
ー
チ
ン
グ
部
が

パ
レ
ー
ド
演
奏

手
拍
子
や
声
援
も

　

８
月
１
日
、
高
校
生
た
ち
の

真
夏
の
祭
典
『
美
ら
島
沖
縄
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
２
０
１
０
』
が
開

幕
し
、
サ
ッ
カ
ー
会
場
と
な
っ

た
沖
縄
県
う
る
ま
市
、
恩
納
村

は
快
晴
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

初
戦
の
相
手
は
、
滋
賀
県
代

表
の
草
津
東
高
校
。
本
校
は
先

制
さ
れ
な
が
ら
も
、
流
動
性
が

高
く
、
全
員
が
激
し
く
動
き
回

る
攻
撃
サ
ッ
カ
ー
で
、
一
気
に

試
合
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
４
対

２
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

続
く
２
回
戦
で
は
群
馬
県
代

表
の
伊
勢
崎
商
業
高
校
を
相
手

に
、
サ
イ
ド
か
ら
の
崩
し
、
中

央
突
破
な
ど
個
を
生
か
し
た
多

彩
な
攻
撃
で
４
点
を
奪
い
、
４

対
０
で
快
勝
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
３
回
戦
に
入
る
と

本
校
の
勢
い
は
さ
ら
に
加
速
、

香
川
県
代
表
の
香
川
西
高
校
を

豊
富
な
運
動
量
と
ス
ピ
ー
ド
感

溢
れ
る
攻
撃
サ
ッ
カ
ー
で
攻
守

に
わ
た
り
圧
倒
し
、
２
対
０
の

完
勝
で
全
国
ベ
ス
ト
８
入
り
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

本
校
サ
ッ
カ
ー
史
上
初
と
な

る
全
国
大
会
準
々
決
勝
に
駒
を

進
め
、
圧
倒
的
な
攻
撃
サ
ッ

カ
ー
を
見
せ
る
本
校
は
、
大
会

最
多
の
優
勝
６
回
を
誇
る
千
葉

県
代
表
市
立
船
橋
高
校
と
激
突

し
ま
し
た
。
前
半
22
分
で
３
点

差
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら

こ
れ
ま
で
の
勢
い
を
思
い
出
し

た
か
の
よ
う
に
、
黄
色
い
波
と

な
っ
て
市
立
船
橋
に
襲
い
か
か

り
ま
し
た
。

　

後
半
の
シ
ュ
ー
ト
は
８
本
、

市
立
船
橋
よ
り
２
倍
も
多
い
本

数
で
し
た
が
、
結
局
あ
と
１
点

が
届
か
ず
、
２
対
３
で
破
れ
、

ベ
ス
ト
８
の
壁
を
撃
破
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
は
高
円
宮
杯
全
日
本
ユ
ー

ス
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
と
い
う
２
つ
の
大
き
な
目
標

に
向
け
、「
揺
る
ぎ
な
き
全
員

サ
ッ
カ
ー
」
で
、
さ
ら
に
上
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
校
の
文
化
祭
が
８
月
29
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
祭
の

名
は
、
淞
南
高
校
の
真
心
を
込

め
て
と
い
う
意
味
で「
淞
丹
祭
」

と
い
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
り
中
止
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
２
年
振
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
２
回
目
、
１
・
２

年
生
は
初
め
て
の
「
淞
丹
祭
」

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
思
い
入
れ

も
強
く
、
企
画
は
夏
休
み
前
か

ら
始
ま
り
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
、

「
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
よ
う
」

と
一
生
懸
命
、
内
容
を
考
え
ま

し
た
。

　

１
年
生
は
催
し
物
と
し
て

ゲ
ー
ム
を
手
作
り
し
た
り
、
お

化
け
屋
敷
や
お
み
や
げ
作
り
な

ど
全
員
が
協
力
し
て
完
成
さ

せ
、
一
般
の
お
客
様
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
団
子
や
ア
イ
ス
、

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
販
売
し
、
好

評
を
得
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
た
こ
焼
き
、
カ
ス

テ
ラ
、
焼
き
そ
ば
な
ど
を
懸
命

に
作
り
上
げ
、
い
ず
れ
も
大
人

気
で
行
列
が
で
き
ま
し
た
。
飲

食
店
は
ど
こ
も
売
り
切
れ
続
出

と
大
盛
況
で
し
た
。

　

全
校
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
汗

を
流
し
な
が
ら
頑
張
り
、
活
躍

し
思
い
出
に
残
る
夏
の
行
事
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
そ

う
な
笑
い
声
の
響
い
た
「
淞
丹

祭
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
射
撃
部
は
、
７
月
28
日

か
ら
31
日
ま
で
広
島
県
つ
つ
が

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
で
行
わ
れ
た

第
48
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ

ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

銃
刀
法
改
正
に
よ
り
、
参
加

人
数
の
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
が
、
例
年
と
同
様
に
多
く
の

参
加
校
・
生
徒
に
よ
り
開
幕
し

ま
し
た
。

　

強
化
合
宿
を
行
い
、
上
位
入

賞
を
目
指
し
た
本
校
で
す
が
、

や
は
り
全
国
レ
ベ
ル
は
か
な
り

高
く
、
残
念
な
が
ら
予
選
を
通

過
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

個
人
で
は
、
自
己
ベ
ス
ト
記

録
を
出
し
た
生
徒
が
お
り
ま
し

た
が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
点
数
か

ら
考
え
る
と
、
20
点
近
く
も
差

が
あ
り
、
こ
の
差
を
し
っ
か
り

縮
め
る
こ
と
が
今
後
の
大
き
な

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
今
回
、
全
国
大
会

を
経
験
し
、
新
た
な
目
標
が
で

き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
国
体
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
通
過
、
本

戦
へ
出
場
で
き
る
よ
う
更
な
る

努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
25
日
、
島
根
県
雲
南
市

三
刀
屋
町
、
三
刀
屋
天
満
宮
の

「
夏
の
例
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
校
マ
ー
チ
ン
グ
部
は

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
演

奏
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
パ
レ
ー

ド
開
始
の
夕
方
７
時
頃
に
は
暑

さ
も
お
さ
ま
り
、
良
い
条
件
で

の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
の
演
奏
曲
目
は

「
君
の
瞳
に
恋
し
て
る
」・「
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｙ
」
と
皆
さ
ん
が
よ

く
知
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
。

　

三
刀
屋
天
満
宮
は
出
雲
三
天

神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
日
の
例
祭
に
も
た
く
さ
ん

の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
パ
レ
ー

ド
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
や
声
援

を
頂
き
、
暖
か
い
ム
ー
ド
の
中

で
演
奏
・
演
技
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
全
国
大
会
出
場
を

目
指
し
、
練
習
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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立
正
大
応
援
団
の
息
吹
が
明
治
神
宮
第
二

球
場
に
こ
だ
ま
す
る

熱
く
強
く
投
げ
抜
く
エ
ー
ス
南

投
手
（
法
４
・
県
和
歌
山
商
高
）

=

顔
写
真
も

菅
平
高
原
の
夏
合
宿
で
実
力

ア
ッ
プ
を
果
た
し
た
ラ
グ

ビ
ー
部

●硬式野球部＜東都２部秋季リーグ戦＞
明治神宮第二球場
９月６、７日　立正大－拓大（1- 2､ 1- 8）
９月21、22日　立正大－東農大（10:30 12:30）
９月27、28日　立正大－日大（10:30 12:30）
10月12、13日　立正大－専大（10:30 12:30）
10月25、26日　立正大－駒大（10:30 12:30）

●ラグビー部＜リーグ戦グループ関東２部＞
県営熊谷ラグビー場他
９月26日　立正大－玉川大（拓大 14:30）
10月３日　立正大－朝鮮大学校（県営熊谷C 12:00）
10月16日　立正大－専大（大沢総合 14:00）
10月24日　立正大－東洋大（県営熊谷B 12:00）
11月６日　立正大－山梨学院大（県営熊谷C 14:00）
11月14日　立正大－国学院大（県営熊谷B 12:00）
11月28日　立正大－埼玉工大（県営熊谷A 12:00）

●サッカー部＜東京都１部リーグ＞
立正大学サッカー場他
８月29日　立正大３－２帝京大（立正大 11:00）
９月５日　立正大３－３東大（東大12:00）
９月12日　立正大０－０東経大（立正大 11:00）
９月19日　立正大－玉川大（立正大 11:00）
９月26日　立正大－学習院大（立正大 11:00）
10月３日　立正大－立教大（立正大 11:00）
10月10日　立正大－亜細亜大（立正大 11:00）
10月17日　立正大－日大（立正大 11:00）
10月24日　立正大－成蹊大（成蹊大 11:00）
＊この結果を受けた関東２部昇格戦は11月に開催

シ
リ
ー
ズ

楽しい舞台を作る
　

演
劇
部（
劇
団
夢
民
）

東都１部復帰への道

耐えしのぶ秋

男子団員増え
力強い応援団

ラグビー部・サッカー部 リ
ー
グ
昇
格 
正
念
場

　

古
文
書
研
究
会
は
１
９
５
８

年
に
本
学
名
誉
教
授
の
北
原
進

先
生
が
学
生
時
代
に
創
部
し
、

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
伝
統
の

あ
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

◆
歴
史　

昭
和
55
年
設
立
。
昨

年
30
年
に
。
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

を
本
部
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
を

文
・
写
真
／
岩
瀬
孝
文
（
立
正
大
学
ス
ポ
ー
ツ
広
報

 

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

古文書研究会
　

学
部
生
が
中
心
と
な
っ
て
江

戸
時
代
の
古
文
書
（
墨
で
和
紙

に
書
か
れ
た
記
録
）
を
調
査
・

研
究
し
て
い
る
の
は
、
他
大
学

を
見
て
も
当
会
だ
け
で
す
。
調

査
で
得
た
成
果
を
橘
花
祭
で
の

展
示
や
研
究
報
告
書
の
刊
行
を

通
し
て
、
地
域
・
地
元
の
方
々

に
還
元
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
研
究
成
果

が
認
め
ら
れ
、
昨
年
度
の
橘
父

兄
会
奨
励
賞
で
選
考
委
員
特
別

賞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
、
古
文
書
の
写
真
コ

ピ
ー
で
、〝
く
ず
し
字
〞
の
文

書
を
読
む
練
習
を
し
ま
す
。
現

代
の
私
た
ち
が
、
く
ず
し
字
を

目
に
す
る
機
会
は
少
な
く
、
初

め
は
な
か
な
か
読
め
ま
せ
ん
が

コ
ツ
コ
ツ
練
習
す
る
と
、
読
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

長
期
休
暇
中
に
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
う
合
宿
で
は
、
本
物

の
古
文
書
を
使
用
し
ま
す
。
古

文
書
の
読
解
は
も
ち
ろ
ん
、
基

本
的
な
扱
い
方
や
整
理
の
方
法

が
学
べ
ま
す
。
本
学
史
学
科
の

学
生
が
３
、
４
年
生
の
講
義
で

扱
う
内
容
を
、
１
年
生
の
う
ち

に
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

今
は
、
熊
谷
市
が
行
っ

て
い
る
市
史
編
さ
ん
事
業

に
参
画
し
て
い
ま
す
。
当

会
の
研
究
成
果
も
い
ず
れ

市
史
に
反
映
さ
れ
ま
す
の

で
責
任
は
重
い
で
す
が
、

そ
の
分
、
成
果
が
上
が
っ

た
と
き
の
喜
び
も
大
き
い

で
す
。

　

く
ず
し
字
は
、
学
部
生

や
Ｏ
Ｂ
が
丁
寧
に
教
え
ま

す
の
で
、
頑
張
れ
ば
読
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
歴

史
を
復
元
す
る
楽
し
さ
を
味
わ

い
ま
せ
ん
か
。

　

当
会
は
随
時
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
１
年
生
６

人
、
２
年
生
４
人
、
３
年
生
３

人
、
４
年
生
８
人
の
合
計
21
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
を

持
っ
た
方
は
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

学
生
会
館
（
12
号
館
）
の
部
室

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
古
文
書
研
究
会H

P
http://w

w
w
.geocities.

jp/ris_kom
o/

（
文
学
部
史
学
科
４
年
栗
原
祐

斗
＝
私
立
日
出
学
園
高
等
学
校

出
身
）

古
文
書
の
ベ
テ
ラ
ン
？
集
合

合
宿
も
熱
心
に

支
部
と
し
て
活
動
中
。

◆
拝
見
録　

部
員
は
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
８
人
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
28
人
の
計
36
人
で
す
。
上
演

す
る
台
本
は
既
成
の
も
の
か
ら

創
作
ま
で
幅
広
く
、
満
足
の
い

く
楽
し
い
演
劇
を
作
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

◆
部
室
の
特
徴　

ソ
フ
ァ
ー
や

テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
舞
台
や
会

議
に
も
使
え
る
の
で
重
宝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
稽
古
を
ビ
デ

オ
撮
影
し
た
も
の
を
部
屋
の
テ

レ
ビ
で
確
認
で
き
ま
す
。

◆
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
モ
ノ

　

過
去
に
先
輩
方
が
上
演
し
た

台
本
や
小
道
具
、
衣
装
で
す
。

先
輩
た
ち
の
苦
労
を
知
り
、
よ

り
良
い
演
劇
を
作
る
た
め
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

（
文
学
部
哲
学
科
３
年
笹
野
雄

斗
＝
川
口
市
立
県
陽
高
等
学
校

出
身
）

江戸時代の文書研究

部
室
で
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

部
内
公
演
の
様
子

　

４
年
生
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ

ン
、
そ
れ
は
東
都
１
部
へ
戻
し

て
卒
業
す
る
こ
と
が
最
大
の
目

標
と
な
る
。

　

７
月
後
半
、
世
界
大
学
選
手

権
前
に
キ
ャ
ン
プ
で
熊
谷
に
や

っ
て
き
た
カ
ナ
ダ
チ
ー
ム
の
サ

ポ
ー
ト
と
親
善
試
合
に
、
選
手

た
ち
は
躍
動
を
見
せ
て
８
対
１

と
勝
利
し
た
。

　
「
大
型
な
カ
ナ
ダ
打
線
と
の

対
決
は
と
て
も
い
い
刺
激
に
な

り
ま
し
た
」（
南
投
手
）

　

秋
の
東
都
２
部
は
神
宮
第
二

球
場
で
行
わ
れ
る
。
一
刻
も
早

く
こ
こ
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
肝

心
だ
。

た
が
、
い
ま
は
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
立
て
直
し
の
時
期
、
暖
か

い
気
持
ち
で
見
守
り
た
い
。

　

ま
た
、
神
宮
第
二
球
場
で
の

応
援
団
長
・
清
水
南
緒
さ
ん
が

リ
ー
ド
す
る
立
正
応
援
団
は
、

　

夏
場
の
オ
ー

プ
ン
戦
で
は
山

口
（
法
１
・
木

更
津
総
合
高
）、

山
本
（
法
１
・

四
日
市
工
高
）、

井
上
（
法
１
・

Ｐ
Ｌ
学
園
高
）

ら
１
年
生
投
手

の
台
頭
が
著
し

く
、
打
線
は
小

刻
み
に
つ
な
ぐ

野
球
で
そ
れ
に

機
動
力
を
絡
め

る
。
そ
し
て
、

信
頼
の
お
け
る

大
砲
の
存
在
を

待
つ
状
況
に
あ

る
。

　

そ
の
開
幕
戦

と
な
っ
た
９
月

６
、
７
日
の
立

正
大
‐
拓
大
戦

で
は
よ
も
や
の

２
連
敗
と
な
っ

男
子
団
員
も
３
人
に
増
え
、
秋

の
空
に
力
強
さ
と
清
々
し
さ
を

呼
び
込
ん
で
い
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
部
は
外
国
人
パ
ワ

ー
が
炸
裂
す
る
。
特
に
２
年
生

の
№
８
／
フ
ラ
ン
カ
ー
の
レ
オ

ナ
ル
ド
（
日
本
航
空
二
高
）
と

ウ
イ
ン
グ
／
Ｆ
Ｂ
の
ジ
ャ
ミ
ー

（
Ｍ
Ｒ
Ｇ
Ｓ
）
ら
の
抜
群
の
走

力
に
期
待
が
か
か
る
。

　

こ
れ
ま
で
３
年
連
続
の
１
部

入
れ
替
え
戦
出
場
と
、
過
去
２

年
間
は
大
東
大
を
相
手
に
苦
戦

を
強
い
ら
れ
た
が
、
そ
れ
こ
そ

３
度
目
の
正
直
で
関
東
１
部
リ

ー
グ
昇
格
を
決
め
た
い
。

　

こ
ち
ら
も
上
昇
機
運
あ
ふ
れ

る
サ
ッ
カ
ー
部
。
２
０
１
０
春

季
東
京
都
大
会
を
制
し
た
勢
い

で
秋
の
東
京
都
１
部
リ
ー
グ
を

勝
ち
抜
き
、
関
東
２
部
昇
格
決

定
戦
へ
と
進
む
べ
く
努
力
を
重

ね
て
い
る
。
こ
れ
も
３
度
目
の

結
実
と
し
て
連
勝
を
飾
り
、
念

願
と
な
る
関
東
２
部
昇
格
を
果

た
し
た
い
。
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本
学
剣
道
部

本
学
剣
道
部

自分らしい挑戦を
『五体不満足』の乙武さん
熊谷キャンパスで公開講座

　

６
月
、
本
学
は
、『
五
体
不

満
足
』
の
著
者
で
作
家
の
乙
武

洋
匡
氏
を
緑
あ
ふ
れ
る
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
招
き
し
、
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
番
伝
え
た
い
こ
と
は
、「
み

ん
な
同
じ
じ
ゃ
な
く
て
、
い
い

ん
だ
。
個
性
を
チ
カ
ラ
に
自
分

ら
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

今
年
の
３
月
ま
で
小
学
校
の

教
壇
に
立
た
れ
、
教
育
現
場
で

毎
日
考
え
た
こ
と
、
喜
ん
だ
こ

と
、
実
感
し
た
こ
と
な
ど
を
も

と
に
、
自
分
ら
し
く
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
の
関
係
、
先
生

と
生
徒
の
関
係
、
親
同
士
の
関

係
な
ど
、
今
の
教
育
現
場
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ

い
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
楽
し
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
は
本
学W

eb

サ
イ
ト

「
生
涯
学
習
・
公
開
講
座

－

過

去
の
公
開
講
座
」
の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ソフトテニス関東学生
２部トーナメント　　
小池・山谷組
見事に優勝

本
学
の
五
十
嵐
史
子
さ
ん

　

な
ぎ
な
た
で
国
体
に
出
場

　

５
月
に
行
わ
れ
た
、
第
61
回

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
関
東
学
生
選
手

権
大
会
２
部
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
関
東
リ
ー
グ
４
部
〜
12
部
参

加
可
能
、
１
８
8
組
エ
ン
ト

リ
ー
）
で
、
小
池
智
之
（
社
会

福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
３

年
）・
山
谷
良
紀
（
主
将
・
法

学
部
３
年
）
組
が
見
事
優
勝
を

収
め
ま
し
た
。

　

常
に
上
位
校
と
の
対
戦
で
あ

り
な
が
ら
接
戦
で
征
し
、
栄
冠

を
勝
ち
得
た
の
で
す
。
今
後
は

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
秋
の

リ
ー
グ
戦
で
８
部
優
勝
、
７
部

昇
格
を
目
指
し
ま
す
。

講
演
す
る
乙
武
洋
匡
氏

経営学部経営学部　　佐藤ゼミ佐藤ゼミ

日本的経営研究会

５大学が集合
企業家団体と交流も

経済学部３年
（バスケットボールサークル～EST～・川口ゼミ）

中村　仁美（しし座）
＝埼玉県立春日部女子高等学校出身
◆将来の夢は…人を笑顔にさせられる職業に就く
◆今、一番大切にしているものは…好奇心
◆ 大学生のうちにやっておきたいこと…カメラを
持ってバックパッカー

　

第
65
回
国
民
体
育
大
会
に
本

学
の
五
十
嵐
史
子
さ
ん
（
文
学

部
史
学
科
２
年
）
が
、
な
ぎ
な

た
競
技
の
千
葉
県
代
表
選
手
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
さ
ん
は
８
月
に
福
井

県
で
行
わ
れ
た
イ
ン
カ
レ
で
個

人
戦
３
位
の
成
績
を
収
め
、
大

会
当
日
ま
で
強
化
合
宿
や
遠
征

を
こ
な
し
、
大
会
で
健
闘
し
ま

し
た
。

ゼミでの発表風景

　

佐
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
佐
藤
一

義
教
授
の
指
導
の
も
と
、
主
に

経
営
管
理
、
経
営
戦
略
、
経
営

行
動
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ゼ
ミ

の
特
徴
と
し
て
は
、
①
日
本
的

経
営
研
究
会
へ
の
参
加
、
②
学

年
や
世
代
を
越
え
た
交
流
と
経

営
者
の
方
々
と
の
出
会
い
、
③

佐
藤
先
生
の
魅
力
―
―
の
三
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

他
の
ゼ
ミ
と
の
最
大
の
違
い

は
、
ゼ
ミ
の
特
徴
①
の
「
日
本

的
経
営
研
究
会
」
へ
の
参
加
で

す
。
こ
の
研
究
会
は
立
正
、
慶

應
、
上
智
、
立
教
、
明
治
の
５

大
学
の
経
営
関
係
ゼ
ミ
が
集

ま
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
レ
ベ

ル
の
高
い
内
容
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
佐
藤
先
生
は
目
標
設

定
か
ら
論
文
作

成
ま
で
学
生
に

一
任
し
て
く
れ

る
の
で
、
主
体

性
や
自
立
性
、

協
調
性
が
養
え

る
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
他
大

学
と
の
交
流
も

あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
、

考
え
方
に
出
会

う
た
め
多
面
的

国
体
で
活
躍
し
た
五
十
嵐
史
子
さ
ん

な
も
の
ご
と
の
捉
え
方
が
で
き

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
ゼ
ミ
の
特
徴
②
に
つ
い

て
。
学
年
間
で
の
交
流
が
頻
繁

に
あ
り
、
勉
強
の
ア
ド
バ
イ
ス

だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
遊
び
に

行
く
な
ど
親
密
で
す
。
社
会
人

と
し
て
働
い
て
い
る
先
輩
方
と

も
交
流
が
あ
り
、
働
く
こ
と
に

つ
い
て
な
ど
、
貴
重
な
話
を
す

る
機
会
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
繋
が
り
か
ら
、
礼

儀
や
節
度
を
持
ち
つ
つ
、
良
好

な
人
間
関
係
を
作
り
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
発
信
力
が

高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
京
都
中
小
企
業

家
同
友
会
と
い
う
企
業
家
団
体

の
方
々
が
、「
よ
り
よ
い
会
社

を
作
る
た
め
」
の
情
報
交
換
や

議
論
を
行
う
際
に
、
私
た
ち
も

関
わ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
社
会
の
生
の
声
や
現
場
の

声
な
ど
現
実
の
経
営
に
触
れ
ら

れ
ま
す
。

　

経
営
ト
ッ
プ
の
方
々
と
出
会

い
、
お
話
し
で
き
る
こ
と
は
、

理
論
と
実
践
が
重
要
な
経
営
学

で
は
貴
重
な
経
験
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
ゼ
ミ
の
特
徴
③
の
中

心
で
あ
る
指
導
教
授
・
佐
藤
先

生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
カ
リ
ス

マ
性
と
遊
び
心
に
溢
れ
、
若
々

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い

る
魅
力
的
な
先
生
で
す
。

　

ゼ
ミ
生
を
信
頼
し
て
大
切
に

接
し
て
く
だ
さ
り
、
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ

い
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ

ポ
ー
ト
な
ど
ゼ
ミ
生
の
成
長
を

促
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
佐
藤
先
生
を
大
好
き

な
ゼ
ミ
生
が
、
楽
し
く
真
面
目

に
経
営
学
を
学
び
合
う
と
い
う

の
が
私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
す
。

（
経
営
学
部
３
年
野
口
尚
之
＝

茨
城
県
立
水
海
道
第
一
高
等
学

校
出
身
）

優勝を飾った小池君㊧と山谷君

北秋田市での稽古風景

佐藤一義先生（前列中央）を囲んで

　

本
学
の
体
育
会
剣
道
部
が
、

秋
田
県
北
秋
田
市
で
夏
期
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。
合
宿
中
は
北

秋
田
市
の
暑
中
稽
古
会
に
も
参

加
し
、
市
内
外
の
中
高
生
や
高

段
者
、
総
勢
１
０
０
人
と
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

北
秋
田
市
で
の
合
宿
は
２
度

目
で
、
北
秋
田
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

本
学
監
督
は
「
大
学
生
と
の

稽
古
は
、
高
校
生
に
と
っ
て
は

数
年
後
の
姿
で
あ
り
、
剣
道
を

続
け
る
刺
激
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
大
学
生
に
と
っ
て
指
導
は

勉
強
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
、

市
長
か
ら
は
「
合
宿
に
来
て
も

ら
い
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
て
あ

り
が
た
い
」
と
お
互
い
の
メ

リ
ッ
ト
が
語
ら
れ
、
あ
た
た
か

く
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
は
地
元
新
聞
３
紙

で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
宿
に
は
高
校
生
が
の
べ

３
９
０
人
、
高
段
者
が
の
べ

２
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
練

習
の
み
で
は
な
く
、地
域
貢
献
、

大
学
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
で
き
、
実

り
多
い
合
宿
に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
はhttp://ris-ken50.net/

　

本
学
吹
奏
楽
部
は
８
月
14
日

に
東
京
都
江
戸
川
区
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
東
京
都

大
学
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金

賞
を
受
賞
、
東
京
都
大
会
（
全

国
大
会
予
選
）
出
場
団
体
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

北秋田市で夏期合宿
中高生ら百人と稽古

東
京
都
大
学
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

本
学
吹
奏
楽
部
が
金
賞
、

11
月
に
定
期
演
奏
会
開
催

　

こ
れ
は
、
東
京
都
大
学
吹
奏

楽
連
盟
加
盟
吹
奏
楽
部
25
団
体

の
う
ち
上
位
５
団
体
に
選
出
さ

れ
る
と
い
う
快
挙
で
す
。

　

ま
た
、
11
月
23
日
（
火
）
に

第
45
回
定
期
演
奏
会
が
埼
玉
県

の
川
口
リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
す
。（
入
場
無

料　

開
場
15
時
30
分
、
開
演
16

時
）
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
合
同
ス

テ
ー
ジ
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
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上
田
埼
玉
県
知
事
（
中
央
）
を
囲
ん
で

レース中の藤川君㊧と河原君㊨

声を張り上げる清水南緒さん（写真：岩瀬孝文）

マスコット「モラりす」と一緒に（右側）

「いいところマップ」作りの様子

学生記者、モデル、投稿原稿な 
ど学生の皆さんの応募をお待ちし 
ております。こちらにメールして 
ください。 
E-mail pln@ris.ac.jp 

社会福祉学部社会福祉学科４年
　清水　南緒 さん

社
会
福
祉
学
部

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー

応援３部門を束ねる
頼もしい「団長」
神宮球場で注目浴びて

熊谷キャンパス

地域と交流強化
学生の参加 活発に

熊谷地理研究会

ラフティングユース世界選手権
探
検
部
２
名
出
場

学生の力を地域活性化に

福
島
県
の
中
山
間
地
域
で

 

調
査
・
体
験
・
提
言

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
社
会

福
祉
学
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
興
味
・
関
心
に
応
え
て
情
報

を
提
供
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
り
、

地
域
福
祉
に
目
を
向
け
た
、
地

域
社
会
と
学
生
と
の
交
流
の
活

性
化
を
図
る
組
織
で
す
。

　

運
営
に
は
熊
谷
３
学
部
の
多

く
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
っ

て
お
り
、
初
心
者
も
、
同
じ
学

生
と
い
う
立
場
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
共
感
し
や
す
い

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
と
埼

玉
県
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
「
く
ま
が

や
ね
っ
と
」
を
運
営
す
る
会
社

と
の
協
働
に
よ
り
、
２
市
１
町

（
熊
谷
市
、
深
谷
市
、
寄
居
町
）

で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の

情
報
を
収
集
、
発
信
す
る
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

学
生
に
よ
る
取

材
記
事
が
「
く
ま

が
や
ね
っ
と
」
に

掲
載
さ
れ
、
ま
た

「
コ
バ
ト
ン
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ニ
ュ
ー
ス
」
で

毎
月
、
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

８
月
30
日
に
は

上
田
清
司
埼
玉
県

知
事
が
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
問

し
、
学
生
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４

原
則
―
①
自
主

性
・
主
体
性
②
社
会
性
・
連
帯

性
③
無
償
性
・
非
営
利
性
④
創

造
性
・
先
駆
性
―
を
充
た
す

活
動
を
心
が
け
、
全
学
化
を
視

野
に
、
地
域
社
会
で
の
活
動
を

強
化
、
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

熊
谷
地
理
研
究
会 G

eo　

Stick 

は
昨
年
度
発
足
し
た
地

理
研
究
サ
ー
ク
ル
で
、
地
理
学

科
の
学
生
を
中
心
に
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

月
５
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、

活
動
内
容
や
研
究
テ
ー
マ
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
し
ま
す
。

　

今
年
は
福
島
県
で
の
「
大
学

生
の
力
を
活
用
し
た
集
落
活
性

化
調
査
委
託
事
業
」
と
、「
熊

谷
産
小
麦
の
流
通
形
態
に
つ
い

て
」
の
研
究
が
中
心
で
す
。

　

集
落
活
性
調
査
は
、
福
島
県

内
の
過
疎
・
中
山
間
地
域
で
、

大
学
生
の
持
つ
新
た
な
視
点
や

行
動
力
、
専
門
技
術
や
知
識
な

ど
の
力
を
投
入
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

調
査
を
行
っ
て
い
る
い
わ
き

市
川
前
町
の
高
部
集
落
で
は
、

現
在
20
世
帯
47
人
が
生
活
し
て

い
ま
す
。
高
齢
化
率
は
51
%
を

超
え
て
い
ま
す
。
昨
年
８
月
に

初
め
て
訪
れ
、
聞
き
取
り
調
査

や
交
流
会
を
通
し
て
地
域
資
源

を
ま
と
め
た
「
い
い
と
こ
ろ

マ
ッ
プ
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
に
は
田
植
え
を
体

験
＝
写
真
、
米
は
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
し
「
高
部
姫
」
と
名
付

け
ま
し
た
。
９
月
に
刈
り
取
り

と
天
日
干
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
は
地
元
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

収
穫
し
た
米
は
、
10
月
29
日
か

ら
の
学
園
祭
（
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
・
星
霜
祭
）
で
焼
き
お
に
ぎ

り
と
し
て
販
売
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

熊
谷
地
理
研
究
会
に
興
味
の

あ
る
方
は
、
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

http://w
w
.geocities.jp/

geostick_ris/
（
地
球
環
境
科
学
部
地
理
学
科

３
年
浜
田
大
介
＝
千
葉
県
立
検

見
川
高
等
学
校
出
身
）

　
「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
…
激
流

川
下
り
の
こ
と
で
、
大
自
然
と

ス
リ
ル
を
楽
し
む
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
と
し
て
日
本
各
地
で
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
探
検
部
の
河
原
拓
也
君

（
経
済
4
年
）、藤
川
雄
大
君（
心

理
3
年
）
を
含
む
新
潟
大
学
等

8
名
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ユ
ー
ス

日
本
代
表
が
、
7
月
12
〜
15
日

オ
ラ
ン
ダ
で
行
わ
れ
た
世
界
選

手
権
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
初
の
ユ
ー
ス
部

門
設
立
と
い
う
こ
と
で
13
チ
ー

ム
が
出
場
、
日
本
か
ら
は
２

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

何
回
も
世
界
大
会
に
出
場
し

て
い
る
男
子
日
本
代
表
チ
ー
ム

「
テ
イ
ケ
イ
」
か
ら
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
勢
は
強
い
と
聞
い
て
は
い
ま

し
た
が
、
競
技
で
は
レ
ベ
ル
の

差
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
人
工
コ
ー
ス
で
の

競
技
で
パ
ド
ル
が
折
れ
る
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
あ
り
、
思
う
よ
う

に
レ
ー
ス
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
先
輩
か
ら
、
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
な
け
れ
ば
上
に
食
ら

い
つ
い
て
い
け
る
レ
ベ
ル
だ
っ

た
と
聞
き
自
信
も
持
て
ま
し

た
。

　

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
レ
ー
ス
は
、

学
生
探
検
部
を
中
心
に
、
30
年

ほ
ど
前
か
ら
群
馬
県
み
な
か
み

町
で
の
「
リ
バ
ベ
ン
」
な
ど
全

国
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
国
内

大
会
で
腕
を
振
る
っ
て
き
た
各

大
学
の
選
手
、
選
考
会
を
経
て

８
名
、
ユ
ー
ス
日
本
代
表
と

な
っ
た
の
で
す
。

　

大
会
中
、
オ
ラ
ン
ダ
に
研
究

留
学
さ
れ
て
い
た
法
学
部
の
永

田
准
教
授
が
応
援
に
来
て
く
だ

さ
り
、
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
レ
ー
ス
で
は
、
シ
ニ

ア
の
部
で
日
本
代
表
が
男
女
共

に
世
界
一
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
若
い
世
代
も
、
日
本

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

大
会
で
身
に
つ
け
た
技
術
や
経

験
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
経
済
学
部
４
年
河
原
拓
也
＝

私
立
広
島
新
庄
高
等
学
校
出

身
）

　

大
学
の
応
援
団
で
は
珍
し
い

女
性
の
「
団
長
」
が
立
正
大
学

で
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
清
水
南

緒
さ
ん
だ
。

　

１
㍍
48
と
小

柄
な
が
ら
、
硬

式
野
球
部
の
試

合
で
は
、
神
宮

球
場
に
響
き
わ

た
る
大
き
な
声

を
張
り
上
げ
、

注
目
を
浴
び
て

い
る
。

　

大
学
２
年
生

ま
で
は
吹
奏
学

部
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
演
奏
し

て
い
た
が
、
前
代
表
か
ら
の
熱

烈
な
勧
誘
に
、
代
表
に
な
る
決

意
を
し
た
。

　

代
表
は
、
ロ
ー
レ
ル
と
呼
ば

れ
る
楽
器
隊
、
声
出
し
で
応
援

を
引
っ
張
る
リ
ー
ダ
ー
、
そ
し

て
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
３
部
門
を

束
ね
る
の
が
仕
事
だ
。

　
「
３
部
門
を
合
わ
せ
て
も
４

年
生
は
自
分
だ
け
で
、
相
談
役

も
い
な
い
の
で
大
変
だ
け
ど
、

３
部
門
を
同
じ
目
標
や
方
向
に

向
か
せ
る
大
切
さ
や
難
し
さ
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
べ

る
の
で
楽
し
い
」

　

そ
し
て
、「
常
に
後
輩
の
意

見
は
し
っ
か
り
聞
い
て
、
次
に

繋
が
る
よ
う
に
皆
で
考
え
ま

す
」
と
話
す
。

　

代
表
が
し
っ
か
り
板
に
付
い

て
い
る
の
だ
。

　

そ
ん
な
清
水
さ
ん
も
、
休
日

は
友
だ
ち
と
お
茶
や
買
い
物
に

出
か
け
た
り
す
る
普
通
の
女
子

学
生
だ
。

　

卒
業
後
は
学
部
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
、
福
祉
の
仕
事

に
進
み
た
い
と
語
る
。

　

清
水
さ
ん
の
活
躍
が
、
硬
式

野
球
部
の
東
都
リ
ー
グ
１
部
復

帰
へ
の
原
動
力
に
な
る
に
違
い

な
い
！

（
立
正
大
学
付
属
高
等
学
校
出
身
）
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